
太
宰
春
台
の
学
問
と
会
読

前
　
　
田

勉

　
太
宰
春
台
（
延
宝
八
年
～
延
享
四
年
、
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
は
、

荻
生
徂
徠
（
寛
文
六
年
～
享
保
一
三
年
、
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
の
経

学
と
経
世
論
を
継
承
し
た
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
春
台

の
思
想
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
徂
徠
学
と
の
対
比
の
な
か
で
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
内
と
外
、
個
人
道
徳
と
政
治
と
い
っ
た
問
題
構
成
に
よ
っ
て

思
想
的
特
徴
が
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
の

な
か
で
、
中
村
春
作
氏
は
、
仁
斎
や
徂
徠
が
切
り
開
い
た
人
間
の
個
別

性
・
多
様
性
へ
の
承
認
を
前
提
に
し
た
、
春
台
を
含
め
た
江
戸
後
期
の
思

想
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ

の
中
村
論
文
を
う
け
て
、
春
台
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同
と
い
う
問
題
を

考
察
し
て
み
た
い
。

　
こ
こ
で
の
課
題
は
、
春
台
が
朱
子
学
的
な
人
間
の
普
遍
性
を
否
定
し
て

人
間
の
個
別
性
・
多
様
性
を
強
調
す
る
と
き
、
人
々
の
間
の
共
同
性
を
ど

の
よ
う
に
構
想
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
た

い
し
て
、
聖
人
の
制
定
し
た
礼
楽
に
よ
る
共
同
性
で
あ
る
、
と
一
応
は
答

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
春
台
は
、
客
観
的
な
制
度
と
し
て
の
礼
楽

に
よ
っ
て
、
個
々
人
の
内
心
と
齟
齬
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
種
多
様

な
人
々
の
間
に
尊
卑
上
下
の
階
層
秩
序
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
徂
徠
の
経
学
を
受
け
継
い
だ
春
台
な
の
で
、
こ
の
回

答
に
間
違
い
は
な
い
。

　
し
か
し
、
想
起
す
べ
き
は
、
徂
徠
や
春
台
た
ち
涙
園
派
の
文
人
た
ち
が
、

上
下
尊
卑
の
階
層
秩
序
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
同
志
的
な
人
間
関
係
を
結

ん
で
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
春
台
は
そ
う
し
た
同
志
的
な
結
合
を

「
吾
が
党
」
あ
る
い
は
「
社
中
」
と
表
現
し
て
い
た
。
「
吾
が
党
の
詩
に
工

み
な
る
者
、
蓋
し
平
子
和
氏
よ
り
若
く
は
莫
し
と
云
ふ
」
（
「
春
台
先
生
紫

芝
園
前
稿
」
巻
三
）
、
「
社
中
の
諸
君
子
に
告
ぐ
」
（
『
春
台
先
生
紫
芝
園
後

稿
』
巻
一
五
、
二
八
六
頁
）
。
こ
の
「
社
中
」
の
同
志
的
な
結
合
は
、
礼

楽
が
秩
序
づ
け
る
上
下
尊
卑
の
人
間
関
係
と
同
じ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
れ
は
、
「
太
宰
純
の
生
に
於
け
る
、
同
志
の
友
な
り
」
（
『
後
稿
』
巻
一

五
、
二
九
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
対
等
な
朋
友
関
係
で
あ
る
点
で
対
脈
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的
だ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
春
台
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同
と
い
う
問
題
を

考
え
る
時
、
こ
の
「
社
中
」
の
結
合
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
は
興
味
あ
る
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
注
目
す
べ
き
は
、
会
読
と
い
う
共
同
読
書

の
方
法
で
あ
る
。
会
読
と
は
、
定
期
的
に
集
ま
っ
た
複
数
の
人
々
が
一
冊

の
テ
キ
ス
ト
を
討
論
し
な
が
ら
共
同
で
読
む
読
書
方
法
で
あ
っ
て
、
江
戸

時
代
、
こ
れ
を
普
及
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
荻
生
徂
徠
の
譲
園
社
中
だ

っ
た
。
服
部
南
郭
門
人
で
、
春
台
と
も
交
際
の
あ
っ
た
湯
浅
常
山
の
「
文

会
雑
記
」
は
、
農
園
社
中
の
会
読
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
徂
徠
ノ
方
二
会
ア
リ
シ
時
、
諸
子
疑
ヲ
質
ス
時
、
ワ
レ
ハ
如
何
ト
ア

　
　
リ
テ
未
決
ノ
コ
ト
ナ
ド
ア
ル
ニ
、
南
郭
ノ
料
簡
ヲ
ツ
ケ
ラ
ル
。
イ
ツ

　
　
モ
諸
子
ヨ
リ
ハ
勝
タ
リ
ト
ナ
リ
。
（
「
文
会
雑
記
」
巻
二
上
、
）

　
　
子
蘭
ハ
情
ノ
コ
ワ
キ
人
ナ
リ
。
ヨ
ク
書
ヲ
ヨ
ミ
解
ス
ル
人
ナ
リ
。
世

　
　
説
ノ
会
ノ
時
二
、
春
台
ト
モ
ヒ
タ
ト
セ
リ
合
テ
、
春
台
モ
大
二
驚
嘆

　
　
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
也
。
（
『
文
会
雑
記
』
巻
一
下
）

　
春
台
も
参
加
す
る
農
園
社
中
の
会
読
で
の
切
磋
琢
磨
の
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
紫
芝
園
と
号
し
た
春
台
自
身
の
居
宅
で
も
、

三
・
八
・
一
〇
の
日
、
す
な
わ
ち
月
に
九
回
の
会
読
が
催
さ
れ
、
門
人
た

ち
が
参
集
し
て
い
た
（
文
会
雑
記
巻
一
下
）
。
「
文
会
雑
記
」
に
は
、
こ
の

春
台
の
参
加
す
る
会
読
の
記
事
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　
　
国
策
ヲ
春
台
ノ
方
ニ
テ
会
ア
リ
シ
時
、
甚
ダ
ヨ
ミ
ニ
ク
キ
物
ユ
ヘ
、

　
　
コ
レ
ハ
游
説
ノ
云
マ
ワ
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
ト
カ
ク
ロ
ニ
テ
云
テ

見
タ
ル
ガ
ヨ
キ
ト
テ
。
会
読
ニ
テ
メ
イ
メ
イ
本
文
ノ
通
ヲ
、
今
日
ノ

ロ
上
ニ
テ
云
テ
ミ
タ
ル
ト
也
。
ソ
レ
ユ
ヘ
ス
ム
処
、
ス
マ
ヌ
処
、
ハ

キ
ト
ワ
カ
レ
タ
ル
ト
也
。
（
「
文
会
雑
記
」
巻
一
上
）

春
台
ハ
書
ヲ
校
ス
ル
コ
ト
キ
ハ
メ
テ
精
密
ナ
リ
。
史
漢
左
伝
ノ
類
、

悉
和
読
要
領
ノ
通
り
ノ
点
二
直
サ
レ
タ
リ
。
皆
ゴ
フ
ン
ニ
テ
ヌ
リ
ケ

シ
テ
ア
リ
。
一
画
ノ
チ
ガ
ヒ
、
片
カ
ナ
ノ
ー
画
マ
デ
モ
改
正
サ
レ
タ

ル
ト
也
。
是
ハ
会
業
ニ
テ
読
書
甚
ク
ハ
シ
ク
ナ
リ
タ
ル
ト
ナ
リ
。
君

修
ノ
話
ナ
リ
。
（
「
文
会
雑
記
」
巻
一
上
）

　
　
春
台
ハ
会
読
二
必
下
見
ヲ
シ
テ
、
下
見
ナ
キ
所
ハ
会
モ
セ
ラ
レ
ズ
ト

　
　
ナ
リ
。
（
「
文
会
雑
記
」
巻
三
上
）

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
友
ヲ
会
シ
テ
講
習
討
論
」
（
「
倭
読
要
領
」
巻

下
）
す
る
会
読
の
場
が
参
加
者
の
対
等
性
を
原
則
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

殊
に
春
台
の
紫
芝
園
社
中
で
は
、
会
読
の
規
則
を
定
め
、
「
尊
卑
先
後
に

拘
は
ら
ず
」
（
「
後
稿
」
巻
一
五
、
紫
芝
園
規
条
、
二
八
五
頁
）
質
問
し
あ

う
対
等
な
人
間
関
係
を
意
識
的
に
作
り
上
げ
よ
う
と
さ
え
し
て
い
た
。
こ

こ
に
は
、
礼
楽
に
よ
る
上
下
尊
卑
の
階
層
秩
序
と
は
異
な
る
共
同
性
の
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
友
ヲ
会
シ
テ
講
習
討
論
」
し

て
結
合
す
る
場
で
あ
る
会
読
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
は
、
春
台
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同

性
と
い
う
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
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二

　
ま
ず
、
春
台
の
社
会
観
・
人
間
観
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
春
台
は
、
秩
序
以
前
の
「
禽
獣
」
状
態
か
ら
聖
人
が
出

現
し
て
礼
楽
を
制
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
倫
（
君
臣
・
父
子
・
夫

婦
・
兄
弟
・
朋
友
）
の
社
会
秩
序
は
形
作
ら
れ
た
、
と
い
う
社
会
・
歴
史

認
識
を
も
っ
て
い
た
。
春
台
は
言
う
。

　
　
総
じ
て
天
地
開
闢
の
初
に
人
の
生
ず
る
所
は
久
し
き
池
に
魚
の
生
じ

　
　
腐
た
る
物
に
虫
の
生
ず
る
が
如
く
、
自
然
の
気
化
に
て
生
じ
た
る
者

　
　
に
て
候
。
さ
る
故
に
其
時
の
人
は
貴
賤
上
下
の
品
も
分
れ
ず
皆
同
輩

　
　
に
て
候
。
是
を
平
民
と
申
候
。
形
は
人
に
て
候
へ
ど
も
心
は
禽
獣
に

　
　
異
な
ら
ず
、
男
女
一
処
に
こ
ぞ
り
居
て
日
を
送
り
候
。
其
内
に
衣
食

　
　
の
求
め
無
く
て
叶
は
ざ
る
故
に
、
誰
教
る
と
も
な
く
人
々
天
性
の
智

　
　
慧
に
て
飢
を
助
け
寒
さ
を
禦
ぐ
計
略
を
な
し
候
。
然
る
に
人
の
性
さ

　
　
ま
ぐ
に
て
、
賢
き
者
あ
り
愚
な
る
者
あ
り
、
強
き
者
あ
り
弱
き
者

　
　
あ
り
、
賢
き
者
は
能
く
飢
寒
を
免
れ
、
愚
な
る
者
は
飢
寒
を
免
る
ゝ

　
　
こ
と
あ
た
は
ず
、
強
き
者
は
弱
き
者
の
衣
食
を
奪
ひ
、
弱
き
者
は
強

　
　
き
者
に
衣
食
を
奪
は
る
、
是
よ
り
平
民
の
中
に
争
闘
と
い
ふ
こ
と
出

　
　
来
候
。
（
『
弁
道
書
』
）

　
「
天
地
関
闢
の
初
」
は
、
人
間
に
は
「
貴
賤
上
下
の
品
」
の
差
別
も
な

く
、
み
な
「
同
輩
」
だ
っ
た
の
だ
が
、
「
形
は
人
」
で
も
「
心
は
禽
獣
」

と
変
わ
り
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
「
人
の
性
」
は
多
種
多
様
な
の
で
、
そ

の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
「
禽
獣
」
と
等
し
い
「
平
民
」
た
ち
の
間
に
、

弱
肉
強
食
の
「
争
闘
」
が
起
こ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
「
聖
人
」
は
こ
う
し

た
無
秩
序
な
「
平
民
」
の
「
争
闘
」
状
態
に
「
貴
賤
上
下
の
品
」
の
秩
序

を
与
え
た
の
だ
と
い
う
。

　
　
聖
人
ト
イ
フ
者
世
二
出
テ
、
礼
義
ノ
教
ヲ
施
シ
、
民
二
廉
恥
ヲ
知
ラ

　
　
シ
メ
タ
マ
フ
。
婚
姻
ノ
礼
ヲ
制
シ
、
男
女
ノ
別
ヲ
正
シ
ク
シ
テ
、
同

　
　
族
ハ
婚
姻
セ
ヌ
物
ト
教
へ
、
取
与
ノ
義
ヲ
設
テ
、
人
ノ
物
ヲ
奪
取
り

　
　
掠
取
リ
、
又
盗
取
ル
類
ノ
事
ハ
、
人
ノ
道
二
非
ズ
ト
教
タ
マ
フ
。
是

　
　
ヨ
リ
シ
テ
天
下
ノ
人
、
義
ヲ
知
り
恥
ヲ
知
テ
、
前
ノ
如
ク
ノ
禽
獣
ノ

　
　
行
ヲ
止
テ
、
人
倫
ノ
道
ヲ
守
ル
様
ニ
ナ
レ
リ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
上
、

　
　
七
九
頁
）

　
「
聖
人
ト
イ
フ
者
世
二
出
テ
」
始
め
て
、
人
間
は
「
廉
恥
ヲ
知
」
り
、

「
禽
獣
ノ
行
ヲ
止
テ
、
人
倫
ノ
道
ヲ
守
ル
様
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
聖
人
の
出
現
を
起
点
と
す
る
「
禽
獣
」
か
ら
礼
楽
に
よ
る
「
貴
賤

上
下
の
品
」
の
秩
序
化
へ
の
過
程
は
、
「
此
事
我
が
日
本
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ズ
、

中
華
ト
テ
モ
同
然
ナ
リ
。
昔
聖
人
ノ
出
タ
マ
ハ
ヌ
前
ハ
、
礼
義
ノ
教
ノ
立

ザ
ル
ホ
ド
ハ
、
人
情
禽
獣
ノ
行
ヲ
ナ
セ
シ
コ
ト
、
日
本
ノ
昔
二
替
ル
コ
ト

無
シ
ト
知
ル
ベ
シ
」
（
同
上
、
七
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
も
日
本

も
変
わ
ら
な
い
普
遍
的
な
人
間
史
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
春
台
の
社
会
・
歴
史
観
を
基
礎
づ
け
て
い
た
の
が
、
「
聖

人
の
道
に
は
、
心
中
に
悪
念
起
り
て
も
、
能
礼
法
を
守
て
其
悪
念
を
そ
だ

て
ず
身
に
不
善
を
行
は
ざ
れ
ば
、
君
子
と
申
候
。
（
中
略
）
礼
法
を
守
り

情
を
抑
て
、
我
が
妻
妾
に
あ
ら
ざ
る
他
の
婦
女
に
戯
を
も
い
は
ざ
る
は
君

子
に
て
候
。
是
非
の
有
無
は
戯
る
ゝ
と
戯
れ
ざ
る
と
の
上
に
て
定
り
候
」
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（
『
弁
道
書
』
）
と
あ
る
よ
う
な
、
内
面
と
外
形
を
分
離
す
る
露
悪
的
と
も

い
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
人
間
観
・
礼
楽
観
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
朱
子
学
の
心
性
論
の
経
学
的
な
根
拠
と
な
っ

て
い
た
『
孟
子
』
の
四
端
（
惻
隠
の
心
・
羞
悪
の
心
・
辞
譲
の
心
・
是
非

の
心
）
説
へ
の
批
判
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
「
是
非
の
心
」

と
「
辞
譲
の
心
」
の
解
釈
は
春
台
独
自
の
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
ず
「
是
非
之
心
、
智
之
端
也
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
　
「
是
非
之
心
、
智
之
端
也
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
無
理
ナ
ラ
ズ
。
物
ヲ
是

　
　
ト
シ
非
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、
君
子
モ
小
人
モ
、
智
者
モ
愚
者
モ
、
此
心

　
　
ナ
キ
コ
ト
ハ
有
ラ
ズ
。
此
是
非
ノ
心
ハ
、
聖
人
ノ
教
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
、

　
　
人
人
自
然
二
有
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
「
人
皆
有
い
之
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
謬

　
　
二
非
ズ
。
但
シ
是
非
二
定
マ
レ
ル
是
非
ナ
シ
。
君
子
ノ
是
非
卜
、
小

　
　
人
ノ
是
非
ト
同
カ
ラ
ズ
。
賢
者
ノ
是
非
ト
、
不
肖
者
ノ
是
非
卜
同
カ

　
　
ラ
ズ
。
吾
が
聖
人
ノ
是
非
卜
、
老
荘
等
ノ
諸
子
ノ
是
非
卜
又
異
ナ
リ
。

　
　
凡
是
非
二
定
体
ナ
キ
コ
ト
ハ
、
荘
子
斉
物
論
ニ
コ
レ
ヲ
論
ジ
テ
、
其

　
　
理
至
極
セ
リ
。
是
非
二
定
休
ナ
ケ
レ
バ
、
何
レ
ノ
是
非
ヲ
智
者
ノ
是

　
　
非
ト
セ
ン
ヤ
。
（
同
上
、
八
一
頁
）

　
春
台
は
荘
子
の
斉
物
論
を
「
其
理
至
極
」
と
高
く
評
価
し
、
是
非
判
断

の
相
対
性
を
説
い
て
、
是
非
の
判
断
基
準
は
、
朱
子
学
の
よ
う
に
本
来
的

に
自
己
自
身
に
内
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
春
台
に
よ
れ
ば
、

「
是
非
二
定
体
」
が
な
い
理
由
は
、
人
々
は
み
な
自
己
の
「
便
利
」
を
求

め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
是
非
ト
ス
ル
ヲ
智
ト
ハ
イ
ヒ
ガ
タ
シ
。
純
が
愚
意
ニ
オ
モ
フ
ニ
ハ
、

　
　
是
非
ノ
心
ト
イ
フ
ヲ
改
テ
、
取
捨
ノ
心
ト
イ
ハ
ヾ
可
ナ
ラ
ン
。
己
が

　
　
身
二
損
害
ア
ル
事
ヲ
捨
テ
、
利
益
ア
ル
事
ヲ
取
ル
ハ
、
人
人
ノ
情
二

　
　
テ
、
君
子
小
人
、
皆
此
心
ア
リ
。
趨
避
去
就
〈
ヲ
モ
ム
ク
ー
サ
ク

　
　
ル
ー
サ
ル
ー
ツ
ク
〉
、
皆
此
類
ナ
リ
。
利
二
趨
キ
害
ヲ
避
ケ
、
苦
ヲ

　
　
去
り
楽
二
就
ク
、
皆
是
取
捨
ノ
心
ナ
リ
。
是
ス
ナ
ハ
チ
自
己
ノ
便
利

　
　
ヲ
求
ル
心
ナ
レ
バ
、
賢
キ
心
ナ
レ
バ
、
智
ノ
端
ナ
リ
。
是
ヲ
先
王
ノ

　
　
道
ニ
テ
養
立
レ
バ
、
君
子
ノ
智
ト
ナ
ル
。
其
マ
ー
ー
テ
捨
置
ケ
バ
、

　
　
小
人
ノ
智
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
然
レ
バ
取
捨
ノ
心
ヲ
智
ノ
端
ト
イ
フ
ベ
キ

　
　
者
ナ
リ
。
（
同
上
、
八
一
頁
）

　
人
間
に
は
「
害
」
「
苦
」
を
避
け
て
「
利
」
「
楽
」
を
追
い
求
め
る
「
自

己
ノ
便
利
ヲ
求
ル
心
」
が
あ
る
と
す
る
利
己
主
義
的
な
人
間
観
に
た
っ
て
、

是
非
判
断
の
相
対
性
・
個
別
性
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間

観
は
「
聖
学
問
答
」
以
外
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
凡
テ
人
ハ
自
己
ノ
便
利
ヲ
求
ル
者
ナ
レ
バ
、
王
者
兼
テ
ヨ
リ
礼
法
ヲ

　
　
定
置
ザ
レ
バ
、
天
下
ノ
人
、
皆
己
々
が
便
利
二
任
テ
事
ヲ
行
フ
故
二
、

　
　
天
下
平
均
ナ
ラ
ズ
。
（
「
経
済
録
」
巻
ニ

　
ま
た
、
お
互
い
が
「
自
己
ノ
便
利
ヲ
求
ル
心
」
が
あ
る
た
め
、
競
争
が

生
ま
れ
る
。
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
四
端
の
心
で
あ
る
「
辞
譲
之
心
、
礼
之

端
也
」
の
解
釈
に
つ
な
が
る
。
春
台
は
競
争
心
を
「
人
情
」
と
と
ら
え
て
、

人
間
で
あ
る
か
ぎ
り
「
賢
者
モ
愚
者
モ
、
君
子
モ
小
人
モ
」
生
れ
な
が
ら

そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　
　
「
辞
譲
之
心
礼
之
端
也
」
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
孟
子
ノ
謬
ナ
リ
。
人
ノ
心

　
　
二
本
来
辞
譲
ノ
心
ア
ル
コ
ト
無
シ
。
是
モ
羞
悪
ト
同
ク
、
聖
人
ノ
礼
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義
ノ
教
ヲ
受
テ
、
後
二
出
来
レ
ル
心
ナ
リ
。
凡
天
下
ノ
人
、
争
競
ノ

　
　
心
ナ
キ
者
ハ
有
ラ
ズ
。
争
競
ハ
、
ア
ラ
ソ
ヒ
、
キ
ソ
フ
ナ
リ
。
キ
ソ

　
　
フ
ト
ハ
、
人
ト
ハ
リ
ア
フ
ナ
リ
。
人
卜
争
テ
ハ
、
人
二
勝
ン
コ
ト
ヲ

　
　
思
ヒ
、
人
ト
競
テ
ハ
、
人
二
後
レ
ジ
ト
思
フ
。
是
人
情
ナ
リ
。
又
夏

　
　
ハ
涼
キ
処
ヲ
好
ミ
、
冬
ハ
温
ナ
ル
処
ヲ
好
ミ
、
栄
利
ノ
事
ニ
ハ
、
人

　
　
ヲ
推
ノ
ケ
テ
モ
進
ミ
タ
ク
思
ヒ
、
労
苦
ノ
事
ニ
ハ
、
人
ヲ
出
シ
テ
己

　
　
ハ
逃
タ
ク
思
ヒ
、
人
ト
物
ヲ
分
ル
事
ア
レ
バ
、
自
己
ニ
ハ
少
モ
善
キ

　
　
物
ヲ
、
少
モ
多
ク
取
タ
ク
思
ヒ
、
利
二
就
ク
コ
ト
ハ
、
青
蝿
ノ
肉
二

　
　
集
マ
ル
ガ
如
ク
、
害
ヲ
去
コ
ト
ハ
、
毒
蛇
ヲ
畏
ル
ヽ
が
如
ク
、
都
テ

　
　
何
事
モ
人
ニ
カ
マ
ハ
ズ
、
一
己
ノ
便
利
ヲ
求
ル
心
ア
ル
、
是
天
下
ノ

　
　
人
ノ
実
情
ナ
リ
。
此
実
情
ハ
、
賢
者
モ
愚
者
モ
、
君
子
モ
小
人
モ
、

　
　
同
ク
有
リ
。
若
此
情
ヲ
制
セ
ズ
シ
テ
、
其
マ
ー
テ
捨
置
カ
バ
、
天

　
　
下
ノ
乱
止
ム
コ
ト
無
カ
ル
ベ
シ
。
（
『
聖
学
問
答
』
巻
上
、
七
九
～
八

　
　
〇
頁
）

　
も
ち
ろ
ん
、
儒
者
春
台
は
「
ア
ラ
ソ
ヒ
、
キ
ソ
フ
」
「
争
競
ノ
心
」
を

ま
る
ご
と
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
人
ニ
カ
マ
ハ
ズ
、
一
己
ノ
便
利

ヲ
求
ル
心
」
は
「
天
下
ノ
人
ノ
実
情
」
だ
と
い
う
前
提
の
う
え
に
、
内
心

で
は
「
争
競
ノ
心
」
が
あ
っ
て
も
「
辞
譲
ス
ベ
キ
義
」
を
思
っ
て
、
外
的

な
行
動
に
お
い
て
は
制
御
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
聖
人
が
定
め

た
礼
楽
は
そ
う
し
た
外
的
行
動
規
範
で
あ
っ
た
。
人
々
は
そ
の
規
範
に
沿

っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
「
勉
強
」
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ど

こ
ま
で
も
「
詐
偽
〈
イ
ツ
ハ
リ
〉
ノ
類
」
だ
っ
た
。

　
　
古
ノ
聖
人
コ
レ
ヲ
知
シ
メ
シ
テ
、
礼
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
建
立
シ
テ
、
天

　
　
下
ノ
人
二
教
タ
マ
フ
。
礼
ハ
辞
譲
ヲ
本
ト
ス
ル
故
ニ
、
礼
教
流
布
シ

　
　
テ
ヨ
リ
、
天
下
ノ
人
、
皆
辞
譲
ノ
道
ヲ
知
レ
リ
。
人
情
ナ
レ
バ
、
内

　
　
ニ
ハ
争
競
ノ
心
モ
起
レ
ド
モ
、
辞
譲
ス
ベ
キ
義
ヲ
思
テ
、
勉
強
〈
ツ

　
　
ト
ム
〉
ス
ル
ナ
リ
。
是
ヨ
リ
シ
テ
、
夏
ハ
涼
キ
処
二
人
ヲ
居
キ
、
冬

　
　
ハ
温
ナ
ル
処
二
人
ヲ
居
キ
、
栄
利
ノ
事
ニ
ハ
人
ヲ
先
ニ
シ
、
労
苦
ノ

　
　
事
ニ
ハ
己
先
ダ
チ
、
物
ヲ
分
ル
ニ
ハ
、
少
モ
善
キ
物
ヲ
、
人
二
少
モ

　
　
多
ク
取
ラ
セ
、
凡
何
ニ
テ
モ
、
利
二
就
キ
害
ヲ
去
ベ
キ
事
ア
ル
時
二
、

　
　
其
義
ヲ
思
惟
シ
テ
、
必
一
己
ノ
便
利
ヲ
占
ヌ
様
二
料
簡
ス
ル
心
ア
リ
。

　
　
凡
是
皆
情
ヲ
抑
テ
勉
強
ス
ル
ナ
リ
。
勉
強
ハ
、
詐
偽
〈
イ
ツ
ハ
リ
〉

　
　
ノ
類
ナ
リ
。
自
然
ノ
非
ズ
、
誠
二
非
ズ
ト
イ
フ
ハ
、
老
荘
ノ
見
ナ
リ
。

　
　
先
王
ノ
教
ハ
、
最
初
勉
強
ヨ
リ
始
マ
ル
。
（
同
上
、
八
〇
頁
）

　
こ
の
よ
う
な
春
台
の
考
え
方
は
朱
子
学
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

朱
子
学
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
礼
の
端
緒
で
あ
る
「
辞
譲
の
心
」
は
内
在

す
る
。
た
だ
、
後
天
的
な
競
争
心
の
よ
う
な
私
欲
に
よ
っ
て
、
本
来
の
有

り
様
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
う

し
た
私
欲
に
打
ち
勝
っ
て
、
生
得
的
な
本
性
を
十
全
に
発
現
す
る
こ
と
が

緊
要
だ
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
春
台
は
、
「
人
二
勝
ン
コ
ト

ヲ
思
ヒ
、
人
卜
競
テ
ハ
、
人
二
後
レ
ジ
ト
思
フ
」
「
争
競
の
心
」
を
「
賢

者
モ
愚
者
モ
、
君
子
モ
小
人
モ
、
同
ク
有
」
る
「
人
情
」
と
認
め
て
、
こ

れ
を
抑
制
・
制
御
し
て
、
無
理
に
で
も
「
礼
」
に
従
が
え
と
説
い
て
い
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
争
競
の
心
」
自
体
を
全
面
的
に
否
定
し
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
従
来
、
春
台
研
究
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
内
面
的
感
情
と
外
形

的
規
範
と
の
懸
隔
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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周
知
の
よ
う
に
、
丸
山
眞
男
は
朱
子
学
に
お
け
る
人
間
本
性
と
社
会
と

の
連
続
性
を
指
摘
し
た
。
「
個
」
と
共
同
の
問
題
と
い
う
文
脈
で
言
い
直

せ
ば
、
朱
子
学
で
は
個
々
人
の
本
性
の
な
か
に
共
同
性
の
可
能
性
が
内
在

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
徂
徠
学
の
画
期
性
は
こ
の
連
続
性
を
断
ち
切
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
徂
徠
は
ま
た
一
方
で
、
「
知
愚
賢
不
肖
の
、

異
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
み
な
相
生
じ
相
長
じ
相
輔
け
相
養
ふ
の
心
、
運
用

営
為
の
才
あ
り
」
（
「
弁
名
」
下
）
と
あ
る
よ
う
な
「
相
生
じ
相
長
じ
相
輔

け
相
養
ふ
の
心
」
と
い
う
共
同
性
の
可
能
性
を
個
々
人
の
間
に
認
め
、
聖

人
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
礼
楽
制
度
を
作
為
し
た
と
説
い
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
春
台
の
場
合
、
そ
う
し
た
共
同
性
の
可
能
性
は
、
人
間
本
性
は
も

と
よ
り
の
こ
と
、
個
々
人
の
間
に
も
存
在
し
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
「
自
己

ノ
便
利
ヲ
求
ル
心
」
し
か
な
い
多
種
多
様
な
個
々
人
だ
け
し
か
い
な
か
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
「
本
は
禽
獣
の
如
く
、
信
も
な
く
義
も
な
く
相
争
ひ
相

奪
ひ
相
殺
し
相
害
す
る
の
み
」
（
『
弁
道
書
』
）
で
、
「
人
卜
争
テ
ハ
、
人
二

勝
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ
、
人
卜
競
テ
ハ
、
人
二
後
レ
ジ
ト
思
」
い
、
争
い
合
う

「
禽
獣
」
状
態
の
な
か
か
ら
、
「
貴
賤
上
下
の
品
」
あ
る
共
同
体
秩
序
を
作

り
上
げ
る
こ
と
は
、
徂
徠
以
上
に
難
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

逆
に
そ
れ
ゆ
え
に
、
徂
徠
と
は
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に
春
台
の
学
問
論
に
つ
い
て
見
て
み

三

　
春
台
の
学
問
論
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
「
自
己
ノ
便
利
ヲ
求
ル

心
」
や
「
争
競
の
心
」
を
抑
制
。
制
御
し
て
、
人
間
世
界
に
「
貴
賤
上
下

の
品
」
の
秩
序
を
与
え
る
外
的
規
範
た
る
礼
楽
が
、
「
不
言
ノ
教
」
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
礼
ハ
厳
粛
ナ
ル
者
也
、
楽
ハ
和
順
ナ
ル
者
也
、
礼
ヲ
以
テ
ハ
上
下
ノ

　
　
位
ヲ
定
メ
、
貴
賤
ノ
等
ヲ
弁
へ
、
男
女
ノ
別
ヲ
明
カ
ニ
シ
、
父
子
兄

　
　
弟
ノ
倫
ヲ
正
シ
ク
ス
、
楽
ヲ
以
テ
ハ
上
下
ノ
交
ヲ
ナ
シ
、
君
臣
ノ
情

　
　
ヲ
協
へ
、
賓
主
ノ
好
ミ
ヲ
合
セ
、
神
ト
人
ト
和
ヲ
導
キ
、
モ
ノ
云
ズ

　
　
シ
テ
人
ノ
感
通
セ
シ
ム
ル
者
ハ
、
只
礼
楽
ナ
リ
、
然
ル
故
二
是
ヲ
不

　
　
言
ノ
教
ト
イ
フ
、
（
「
経
済
録
」
巻
二
、
二
四
頁
）

　
　
先
王
ノ
民
二
孝
悌
ヲ
教
玉
フ
ハ
、
言
語
弁
説
ヲ
以
テ
教
ヘ
ズ
シ
テ
、

　
　
礼
ヲ
以
テ
孝
悌
ノ
事
ヲ
ナ
シ
テ
視
セ
玉
フ
故
ニ
、
是
ヲ
見
聞
ス
ル
者
、

　
　
感
悦
セ
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
シ
、
是
則
不
言
ノ
教
也
、
（
同
上
、
三
九

　
　
頁
）

　
も
と
も
と
「
不
言
ノ
教
」
は
、
「
老
子
」
に
「
行
・
不
言
之
教
」
（
第
二

章
）
、
「
不
言
之
教
、
無
為
之
益
、
天
下
希
い
及
い
之
」
（
第
四
三
章
）
、
『
荘

子
』
に
『
固
有
不
言
之
教
』
（
徳
充
符
篇
）
と
あ
り
、
老
荘
系
の
言
葉

で
あ
っ
て
、
無
為
自
然
の
教
え
を
意
味
し
て
い
た
。
言
葉
に
は
教
化
に
お

い
て
限
界
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
春
台
は
老
荘
思
想
と
一
致
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
た
だ
先
に
見
た
よ
う
に
、
春
台
は
荘
子
の
斉
物
論
を
引
照
し
て
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是
非
判
断
の
相
対
性
・
個
別
性
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
同
じ
く
「
不
言
ノ

教
」
で
あ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
相
対
性
を
超
え
る
も
の
が
老
荘
の
「
無

為
自
然
」
で
は
な
く
、
外
的
規
範
と
し
て
の
礼
楽
で
あ
る
と
す
る
。
春
台

に
よ
れ
ば
、
「
言
語
弁
説
ヲ
以
テ
教
」
え
る
こ
と
は
、
「
不
言
ノ
教
」
で
あ

る
礼
楽
に
比
べ
る
時
、
劣
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
　
凡
人
心
ヲ
感
発
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
礼
楽
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
ナ
シ
、
民
ヲ

　
　
善
二
導
ク
コ
ト
、
礼
楽
ヨ
リ
近
キ
ハ
ナ
シ
、
言
語
ノ
教
ハ
、
人
二
人

　
　
事
浅
ク
、
其
及
ブ
所
狭
ク
、
功
ヲ
ナ
ス
コ
ト
遅
シ
、
礼
楽
ノ
教
ハ
、

　
　
人
二
人
ル
事
深
ク
、
其
及
ブ
所
広
ク
シ
テ
、
効
ヲ
得
ル
コ
ト
甚
達
也
、

　
　
古
ノ
聖
人
モ
ノ
イ
ハ
ズ
シ
テ
万
民
ヲ
教
へ
、
天
下
ノ
心
ヲ
ー
致
セ
シ

　
　
メ
玉
ヘ
ル
ハ
礼
楽
ノ
道
也
、
（
「
経
済
録
」
巻
二
、
二
五
頁
）

　
「
不
言
ノ
教
」
で
あ
る
礼
楽
は
、
教
化
の
即
効
性
が
あ
る
う
え
に
、
効

果
の
程
度
も
広
く
深
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
言
語
ノ
教
」
は
民
衆
教

化
に
お
い
て
、
そ
の
効
果
の
及
ぶ
範
囲
は
狭
く
、
か
つ
遅
い
。
こ
の
点
、

「
け
だ
し
先
王
は
言
語
の
以
て
人
を
教
ふ
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
や
、
故

に
礼
楽
を
作
り
て
以
て
こ
れ
を
教
ふ
。
政
刑
の
以
て
民
を
安
ん
ず
る
に
足

ら
ざ
る
を
知
る
や
、
故
に
礼
楽
を
作
り
て
以
て
こ
れ
を
化
す
」
（
「
弁
名
」

巻
上
）
と
す
る
徂
徠
学
を
受
け
継
ぐ
、
春
台
ら
し
い
解
釈
で
あ
る
。

　
こ
の
春
台
の
解
釈
に
お
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
民
衆
教

化
に
お
け
る
「
言
語
ノ
教
」
の
限
界
を
認
め
る
に
し
て
も
、
「
中
華
」
か

ら
空
間
的
・
時
間
的
に
も
遠
く
隔
た
っ
た
日
本
に
は
「
不
言
ノ
教
」
で
あ

る
礼
楽
は
存
在
せ
ず
、
学
問
と
し
て
学
ぶ
べ
き
も
の
は
、
「
尭
舜
ヨ
リ
以

来
、
歴
世
ノ
聖
賢
、
心
ヲ
尽
シ
言
ヲ
立
テ
教
ヲ
垂
タ
マ
」
（
『
経
済
録
』
巻

ス
　
ー
○
頁
）
う
「
言
語
ノ
教
」
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
言
語
の
限
界
性
を
認
識
し
つ
つ
も
な
お
、
「
言
語
ノ
教
」
に
よ

っ
て
し
か
「
聖
人
の
道
」
を
学
び
え
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
言
語
」
の
限
界
性
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
一
節
か

ら
も
う
か
が
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
聖
人
の
道
は
礼
楽
に
在
り
。
教
え
も
亦
た
礼
楽
に
在
り
て
、
言
語
に

　
　
在
ら
ざ
る
こ
と
、
猶
ほ
天
の
言
は
ず
し
て
四
時
行
わ
れ
、
百
物
成
る

　
　
が
ご
と
し
。
故
に
孔
子
は
言
無
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
子
思
・
孟
子

　
　
よ
り
而
下
、
言
語
を
以
て
道
を
明
ら
か
に
し
教
え
を
立
て
、
礼
楽
は

　
　
廃
す
る
に
幾
し
。
其
の
流
、
後
世
の
議
論
を
為
し
、
卒
に
宋
儒
の
理

　
　
学
の
路
を
啓
く
。
言
語
の
道
に
弊
あ
る
は
、
斯
く
の
如
き
か
な
。
孔

　
　
子
の
言
は
、
慮
る
所
有
り
て
発
す
る
か
。
（
『
紫
芝
園
漫
筆
』
巻
一
、

　
　
一
四
裏
）

　
春
台
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
「
言
語
ノ
道
」
の
「
弊
」
、
す
な
わ
ち
限
界

性
を
認
識
し
て
、
孟
子
や
宋
儒
の
よ
う
に
「
言
語
」
に
よ
っ
て
教
え
を
説

こ
う
と
せ
ず
、
「
言
」
を
「
慮
る
所
有
り
て
発
」
し
た
の
だ
と
い
う
。
換

言
す
れ
ば
、
孔
子
の
言
葉
は
、
「
不
言
ノ
教
」
＝
礼
楽
で
は
な
い
と
い
う

意
味
で
は
「
言
語
ノ
教
」
で
あ
る
に
し
て
も
、
特
別
な
位
置
に
あ
る
と
解

釈
さ
れ
て
い
る
。
「
六
経
ノ
道
ヲ
説
ク
ニ
ハ
、
孔
子
ノ
言
ヲ
以
テ
其
是
非

ヲ
定
ム
ル
ト
ナ
リ
。
サ
レ
バ
何
事
モ
、
孔
子
ノ
言
ヲ
規
矩
準
縄
ト
シ
テ
、

是
非
邪
正
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
、
後
ノ
学
者
ノ
大
法
ナ
リ
」
（
『
聖
学
問
答
』
巻

上
、
六
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
論
語
」
は
「
聖
人
の
道
」
を
理
解
す

る
「
規
矩
準
縄
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
孔
子
以
後
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
「
聖
人
の
道
」
の
本

旨
は
見
失
わ
れ
、
孟
子
や
宋
儒
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
が
生
ま
れ
た
。

　
　
学
問
ノ
道
、
古
卜
今
ト
異
ナ
リ
、
中
華
ト
吾
国
ト
同
カ
ラ
ズ
。
近
世

　
　
ノ
諸
儒
、
其
好
ム
所
二
従
テ
、
各
一
家
ヲ
成
シ
、
自
門
戸
ヲ
立
ツ
。

　
　
其
業
ト
ス
ル
所
、
人
人
殊
ナ
リ
。
（
「
和
読
要
領
」
巻
下
、
二
七
〇
頁
）

　
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
な
好
尚
に
従
か
っ
て
、
自
己
の
「
門
戸
」
を
立
て
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
「
聖
人
の
道
」
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
春
台
の
思
想
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
見
失
わ
れ
た
「
聖
人
の
道
」
の

内
容
を
提
示
す
る
と
い
う
よ
り
は
（
す
で
に
徂
徠
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て

い
る
た
め
か
）
、
ど
う
す
れ
ば
学
べ
る
か
の
方
法
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て

い
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
点
、
春
台
に
お
い
て
は
、
「
聖
人
の
道
」
で
あ
る
六
経
を
学
ぶ
学

問
の
「
綱
領
」
（
「
和
読
要
領
」
巻
下
、
二
七
一
頁
）
が
、
学
問
内
容
で
は

な
く
、
学
問
・
読
書
方
法
＝
「
学
則
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
る
。

　
　
時
二
古
今
ア
レ
ド
モ
、
学
問
ノ
道
ハ
ニ
ッ
ナ
ラ
ズ
。
人
皆
霊
智
ヲ
具

　
　
ス
。
善
ク
学
ブ
ト
キ
ハ
、
古
人
ニ
モ
及
ブ
ベ
シ
。
故
二
学
問
ハ
邪
路

　
　
ヲ
履
マ
ズ
、
正
シ
キ
方
二
向
テ
、
其
門
ヲ
得
テ
入
ベ
キ
ナ
リ
。
然
ル

　
　
ト
キ
ハ
、
志
ノ
深
浅
ト
、
器
ノ
利
鈍
ト
ニ
因
テ
、
其
成
就
ス
ル
所
、

　
　
大
小
高
下
ア
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
其
才
徳
ハ
必
古
人
二
似
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

　
　
今
童
蒙
ノ
為
二
学
問
ノ
法
則
ヲ
立
テ
、
従
学
ノ
徒
三
軍
ス
コ
ト
左
ノ

　
　
如
シ
。
（
『
和
読
要
領
』
巻
下
、
二
七
二
頁
）

　
春
台
に
よ
れ
ば
、
学
問
に
「
古
今
」
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
本
来
「
学

問
ノ
道
」
「
学
問
ノ
法
則
」
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
同
一
の
「
学

問
ノ
法
則
」
に
よ
っ
て
「
聖
人
の
道
」
を
正
し
く
と
ら
え
、
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
い
う
。
逆
に
い
え
ば
、
「
古
今
」
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
が
生

ま
れ
た
の
は
、
「
学
問
ノ
法
則
」
に
従
が
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
っ
た
。

春
台
に
よ
れ
ば
、
「
学
問
ノ
法
則
」
に
の
っ
と
り
、
「
邪
路
ヲ
履
マ
ズ
、
正

シ
キ
方
二
向
」
か
え
ば
、
「
志
」
「
器
」
に
よ
っ
て
「
大
小
高
下
」
の
差
は

あ
る
も
の
の
、
「
聖
人
の
道
」
を
体
得
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多
種
多
様
な

「
才
徳
」
は
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
と
い
う
（
こ
の
点
は
後
に
述

べ
る
）
。

　
徂
徠
の
古
文
辞
学
を
継
承
す
る
春
台
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
と
は
異
な
る

日
本
で
、
「
聖
人
の
道
」
で
あ
る
六
経
を
学
ぶ
根
元
的
な
難
し
さ
は
、
そ

れ
が
古
代
中
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
日
本
で
は
古
来
、

語
順
を
変
え
和
訓
し
た
訓
読
法
に
よ
っ
て
中
国
古
典
を
読
ん
で
き
た
が
、

そ
の
た
め
に
、
本
来
の
意
味
を
と
ら
え
そ
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
こ

に
「
転
倒
ノ
弊
」
（
「
和
読
要
領
」
巻
上
、
四
一
頁
）
あ
る
訓
読
を
排
し
て
、

中
国
語
に
よ
る
直
読
を
勧
め
る
理
由
が
あ
る
。
春
台
に
お
い
て
は
、
「
学

則
」
は
こ
う
し
た
古
文
辞
学
的
な
方
法
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
訓
読
問

題
と
と
も
に
、
読
書
方
法
に
お
け
る
具
体
的
な
注
意
事
項
も
含
ま
れ
て
い

た
。
　
た
と
え
ば
、
二
処
二
滞
」
る
な
（
「
和
読
要
領
」
巻
下
、
二
八
四
頁
）

と
い
う
「
融
会
貫
通
ノ
説
」
（
同
上
、
二
八
六
頁
）
、
「
凡
学
者
ハ
古
今
ノ

事
実
ヲ
通
知
ス
ル
ヲ
要
務
ト
ス
」
（
同
上
、
二
八
七
頁
）
と
述
べ
、
「
事
実
」

を
知
れ
と
い
い
、
「
博
文
ト
ハ
、
博
ク
古
今
ノ
書
ヲ
覧
ル
ナ
リ
」
（
同
上
、
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二
八
九
頁
）
と
博
学
に
努
め
よ
と
い
う
。

　
　
凡
聖
人
ノ
道
ヲ
学
ブ
ニ
、
六
経
・
論
語
・
孝
経
等
ノ
経
書
ヲ
熟
読
シ

　
　
テ
モ
、
博
ク
天
下
ノ
書
ヲ
読
ミ
、
諸
子
百
家
マ
デ
ヲ
明
ム
ル
ニ
ア
ラ

　
　
ザ
レ
バ
、
聖
人
ノ
道
ノ
妙
処
ヲ
悟
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
今
ノ
学
者
ハ
、

　
　
朱
儒
ノ
註
シ
タ
ル
四
書
五
経
ノ
ミ
ヲ
読
ミ
、
其
外
モ
、
小
学
・
近
思

　
　
録
・
性
理
大
全
・
朱
子
語
類
ナ
ド
ノ
内
ヲ
論
説
シ
テ
ー
生
ヲ
過
ス
ノ

　
　
ミ
ナ
レ
バ
、
如
何
于
ン
テ
古
ノ
聖
人
ノ
道
二
達
ス
ル
コ
ト
有
ン
ヤ
。

　
　
（
『
聖
学
問
答
』
巻
上
、
六
五
頁
）

　
こ
こ
で
は
、
同
時
代
の
闇
斎
学
派
の
狭
隘
な
読
書
範
囲
が
批
判
さ
れ
、

「
六
経
・
論
語
・
孝
経
等
ノ
経
書
ヲ
熟
読
」
す
る
ば
か
り
か
、
「
諸
子
百
家
」

ま
で
も
博
覧
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
読
書
方
法
の
「
学

則
」
に
お
い
て
重
要
な
注
意
事
項
は
、
「
疑
惑
」
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
凡
学
術
ハ
自
己
二
書
ヲ
読
テ
、
心
ヲ
潜
テ
思
惟
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、

　
　
其
義
二
通
達
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
人
ノ
講
説
ヲ
聴
ク
者
ハ
、
其
聴
ク
時

　
　
ハ
、
義
理
明
白
ナ
ル
様
ナ
レ
ド
モ
、
其
席
ヲ
離
ル
レ
バ
、
大
半
忘
却

　
　
ス
ル
故
二
、
退
テ
其
書
ヲ
看
レ
バ
、
朦
朧
ト
シ
テ
通
ゼ
ザ
ル
処
多
シ
。

　
　
是
心
二
疑
惑
ナ
ク
シ
テ
、
人
ノ
説
ヲ
聞
ク
故
ナ
リ
。
凡
学
業
ハ
、
熟

　
　
読
精
思
ト
テ
何
ノ
書
ニ
テ
モ
、
心
ヲ
留
テ
数
遍
読
テ
、
精
細
二
思
惟

　
　
ス
レ
バ
、
必
其
旨
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
義
理
ハ
窮
ナ
キ
者
ナ
レ

　
　
バ
、
学
業
ノ
進
ム
ニ
随
テ
、
必
疑
惑
ヲ
生
ズ
。
疑
惑
ハ
自
己
ノ
カ
ユ

　
　
テ
解
カ
タ
ケ
レ
バ
、
先
知
先
覚
ノ
人
二
問
テ
コ
レ
ヲ
明
ム
ベ
シ
。
譬

　
　
ヘ
バ
飢
テ
食
シ
渇
シ
テ
飲
ス
ル
ガ
如
ク
、
疑
惑
ノ
事
ヲ
以
テ
、
人
ノ

　
　
論
説
ヲ
聞
ケ
バ
、
雲
霧
ヲ
披
テ
日
月
ヲ
見
ル
ガ
如
シ
。
是
大
ナ
ル
益

　
　
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
如
ク
自
己
ノ
目
力
心
カ
ヲ
竭
シ
タ
ル
上
ニ
ハ
、
人
ノ

　
　
説
ヲ
聞
テ
モ
、
其
益
ア
ル
故
ニ
、
耳
学
ハ
目
学
二
如
ズ
ト
イ
フ
ナ
リ
。

　
　
今
ノ
世
二
儒
者
モ
仏
者
モ
、
多
ク
講
説
ヲ
聞
タ
ル
者
ハ
、
必
大
業
ヲ

　
　
成
就
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
只
自
己
二
カ
ヲ
用
ル
ヲ
大
学
間
ト
ス
ト
知
ベ

　
　
シ
。
（
「
倭
読
要
領
」
巻
下
、
三
一
〇
上
三
二
頁
）

　
読
書
に
お
け
る
「
熟
読
精
思
」
「
疑
惑
」
や
「
問
答
」
の
重
要
性
の
認

識
は
、
も
ち
ろ
ん
朱
子
や
狙
辣
に
も
あ
る
が
、
春
台
自
身
の
経
験
が
も
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
純
等
少
年
ヨ
リ
宋
儒
ノ
書
ヲ
読
テ
心
中
二
疑
ヲ
起
シ
、
其
後
伊
藤
氏

　
　
ノ
説
ヲ
聞
テ
、
又
半
信
半
疑
ナ
リ
シ
ニ
、
祖
来
ノ
説
ヲ
聞
テ
、
頗
信

　
　
ヲ
起
セ
シ
カ
ド
モ
、
一
旦
ニ
ハ
疑
網
解
ケ
ザ
リ
キ
。
総
ジ
テ
少
キ
時

　
　
ヨ
リ
、
老
荘
ノ
書
、
又
ハ
釈
氏
諸
家
ノ
説
マ
デ
ヲ
モ
講
究
シ
、
又
其

　
　
後
博
ク
諸
子
百
家
ノ
書
ヲ
読
テ
、
取
捨
斟
酌
シ
、
三
十
年
ノ
歳
月
ヲ

　
　
歴
テ
、
年
五
十
二
近
ク
ナ
リ
テ
、
従
来
ノ
学
問
、
融
会
貫
通
シ
、
天

　
　
下
ノ
道
、
胸
中
二
度
醸
シ
テ
、
尭
舜
萬
湯
文
武
周
公
孔
子
ノ
道
、
吾

　
　
が
眼
ニ
コ
レ
ヲ
視
ル
コ
ト
、
青
天
二
白
日
ヲ
懸
タ
ル
ガ
如
ク
、
今
二

　
　
至
テ
ハ
、
毫
末
ノ
疑
モ
無
シ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
上
、
六
五
～
六
六

　
　
頁
）

　
本
稿
の
問
題
意
識
か
ら
み
て
注
目
す
べ
き
は
、
春
台
に
と
っ
て
会
読
は
、

こ
の
よ
う
な
「
博
文
」
「
疑
惑
」
「
問
答
」
と
い
う
「
学
則
」
に
、
も
っ
と

も
適
し
た
読
書
方
法
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
「
倭
読
要

領
」
に
お
い
て
、
春
台
は
会
読
を
推
奨
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
凡
学
者
ハ
師
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
亦
友
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ベ
カ
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ラ
ズ
。
師
ハ
道
ヲ
問
ヒ
、
業
ヲ
受
ケ
、
惑
ヲ
解
ク
者
ナ
レ
ド
モ
、
尊

　
　
厳
ナ
ル
者
ナ
レ
バ
、
平
日
ノ
助
ニ
ナ
リ
ガ
タ
シ
。
友
ヲ
会
シ
テ
講
習

　
　
討
論
ス
レ
バ
、
聞
見
ヲ
広
ク
ス
ル
益
尤
多
シ
。
友
ノ
中
二
又
先
輩
ア

　
　
レ
バ
、
誘
披
賛
導
シ
テ
、
道
二
進
マ
シ
ム
ル
功
ア
リ
。
故
二
唯
師
二

　
　
学
ブ
ノ
ミ
ニ
テ
、
友
ノ
助
ナ
キ
者
ハ
、
学
業
成
就
シ
ガ
タ
シ
。
サ
レ

　
　
バ
曾
子
ノ
言
二
君
子
以
¨
文
会
゛
友
、
以
い
友
輔
レ
仁
ト
ア
リ
。
学
記
ニ

　
　
ハ
独
学
而
無
い
友
、
則
固
陋
寡
い
聞
ト
イ
ヘ
リ
。
今
ノ
学
者
モ
、
上
ノ

　
　
如
ク
ノ
古
書
ヲ
読
ム
ニ
、
友
ナ
キ
者
ハ
、
漢
ノ
孫
敬
が
如
ク
戸
ヲ
閉

　
　
テ
独
読
ベ
シ
。
友
ア
ル
者
ハ
ー
処
二
集
り
テ
会
読
ス
ル
ニ
ハ
如
ズ
。

　
　
（
『
倭
読
要
領
』
巻
下
、
二
九
二
圭
一
九
三
頁
）

　
春
台
の
会
読
の
場
合
、
「
友
ヲ
会
シ
テ
講
習
討
論
ス
レ
バ
、
聞
見
ヲ
広

ク
ス
ル
益
尤
多
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
己
の
見
聞
を
広
く
す
る
「
博
文
」

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
春
台
に
と
っ
て
の
「
講
習
討
論
」

は
何
か
の
真
理
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
己
の
限
ら

れ
た
知
見
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
に
、
「
博
文
」
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

と
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
で
、
後
の
時
代
の
昌
平
坂
学
聞
所
の

朱
子
学
者
た
ち
の
会
読
観
と
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
）
。
先
に
見
た
よ
う

に
、
人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
は
個
別
・
多
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
統
合
す

る
こ
と
は
聖
人
に
し
か
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
現
実
に
可
能
な
こ
と
は
そ

う
し
た
統
合
で
は
な
く
、
狭
隘
な
自
己
の
知
見
の
拡
大
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。

叫

　
さ
ら
に
春
台
の
会
読
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
会
読
の
規
則
が
は
っ

き
り
定
め
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
紫
芝
園
規
条
」

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
会
読
が
「
疑
惑
」
「
問
答
」
と
い
う
「
学
則
」
に

適
し
た
も
の
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
少
し
長
い
が
、
春
台
の
会
読

観
を
知
る
う
え
で
重
要
な
資
料
な
の
で
、
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
一
、
諸
君
子
の
会
業
は
、
須
ら
く
専
心
講
習
を
要
と
す
べ
し
。
如
し
Ｉ

　
　
書
を
読
ま
ば
、
宜
し
く
輪
番
に
一
人
之
れ
を
読
み
て
、
諸
人
謹
み
之

　
　
れ
を
聴
く
べ
し
。
若
し
疑
義
有
ら
ば
、
須
ら
く
一
節
の
終
る
を
待
ち

　
　
て
、
之
れ
を
講
究
す
べ
し
。
尊
卑
先
後
に
拘
は
ら
ず
、
皆
な
発
問
す

　
　
る
こ
と
を
得
。
只
宜
し
く
謙
遜
す
べ
し
。
戒
む
る
に
剰
説
雷
同
す
る

　
　
こ
と
勿
れ
。
最
も
尋
常
の
説
話
を
以
て
之
れ
を
乱
す
こ
と
を
得
ず
。

　
　
及
び
人
と
私
語
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
講
畢
り
て
余
間
有
ら
ば
、
即
ち

　
　
談
笑
す
る
こ
と
、
何
ぞ
之
れ
有
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
若
し
徒
ら
に
、

　
　
談
笑
す
る
こ
と
を
喜
び
、
心
を
読
書
に
留
め
ざ
れ
ば
、
会
業
の
意
に

　
　
非
ざ
る
な
り
。
会
無
き
に
如
か
ず
。

　
一
、
凡
そ
会
読
は
、
須
ら
く
予
め
其
の
書
を
熟
読
し
、
其
の
義
を
尋
思

　
　
し
、
疑
惑
す
る
処
有
ら
ば
貼
黄
し
、
会
を
待
ち
て
諸
先
輩
に
問
ふ
べ

　
　
し
。
若
し
後
生
・
初
学
、
疑
義
を
先
輩
に
問
ふ
者
有
ら
ば
、
先
輩
は

　
　
固
よ
り
当
に
委
曲
に
之
れ
に
告
ぐ
べ
し
。
満
坐
は
須
ら
く
虚
心
に
諦

　
　
聴
す
べ
し
。
宜
し
く
其
の
問
ふ
所
の
浅
近
を
以
て
咳
を
為
す
べ
か
ら

　
　
ず
。
恐
ら
く
は
初
学
は
、
其
の
喰
る
る
を
羞
じ
、
復
た
敢
え
て
問
は
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ざ
ら
ん
。
君
子
は
疑
ひ
思
ひ
問
ひ
、
之
れ
を
問
ひ
て
知
ら
ざ
れ
ば
措

　
　
か
ざ
る
な
り
。
況
や
初
学
は
豊
に
宜
し
く
問
ひ
を
憚
る
べ
け
ん
や
。

　
　
其
の
先
輩
も
亦
た
、
豊
に
宜
し
く
浅
近
の
問
ひ
を
嗤
ふ
べ
け
ん
や
。

　
　
高
き
に
登
る
に
卑
き
よ
り
す
、
何
ぞ
浅
近
を
思
ふ
べ
け
ん
や
。
記
に

　
　
日
く
、
教
と
学
は
相
長
ず
と
。
此
の
謂
ひ
な
り
。
退
会
し
、
亦
た
須

　
　
ら
く
一
篇
を
覆
読
す
れ
ば
、
乃
ち
益
有
り
と
為
す
。
（
「
紫
芝
園
後
稿
」

　
　
巻
一
五
、
二
八
五
大
一
八
六
頁
）

　
会
読
で
は
、
ま
ず
「
疑
義
」
を
問
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
疑
問

を
も
つ
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
疑
問
を
自
己
の
内
部
に
留
め
ず
に
、

「
諸
先
輩
」
に
問
う
て
解
決
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
会
読
の
場

で
は
、
疑
問
を
出
す
こ
と
が
、
「
尊
卑
先
後
に
拘
は
ら
ず
」
、
ど
ん
な
初
学

者
に
も
認
め
ら
れ
、
む
し
ろ
積
極
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
恥
ず
か
し
か

っ
て
、
自
己
の
疑
問
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
会
読
に
参
加
し
た
個
人
の
立
場
で
い
え
ば
、
恥
ず
か
し
い
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
自
己
の
疑
問
を
自
己
内
部
に
留
め
お
く
こ
と
が
否
定
さ
れ

る
と
と
も
に
、
会
読
に
参
加
し
た
「
満
座
」
の
者
は
、
そ
う
し
た
外
に
だ

さ
れ
た
疑
問
が
ど
ん
な
初
学
者
の
幼
稚
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
虚
心
」

に
聞
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
会
読
で
は
、
質
問
す
る
者
と
答
え
る
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
問
答
を
聞

い
て
い
る
第
三
者
が
い
る
と
い
う
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
答
え
る
者
は
、
一
人
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
会
読
で
質
問
す
る
者
は
、
参
加
者
全
員
の
「
満
坐
」
に
す
る
の
だ
か

ら
、
答
え
る
者
は
参
加
者
全
員
の
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
一
人
が

答
え
て
、
も
し
そ
れ
が
満
足
で
き
な
い
と
思
え
ば
、
別
の
一
人
が
答
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
「
講
習
討
論
」
の
積
極

的
な
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
点
は
、
朱
子
学
者
貝
原
益
軒
と
比
較
す
る
時
、
は
っ
き
り
す
る
だ

ろ
う
。
益
軒
の
な
か
に
も
、
質
問
す
る
こ
と
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
箇
所

は
あ
る
が
、
専
ら
質
問
者
の
謙
遜
な
心
持
が
強
調
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

そ
の
う
え
、
質
問
す
る
者
と
答
え
る
者
の
二
者
関
係
し
か
想
定
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
　
う
た
が
ひ
を
人
に
問
ふ
は
、
智
を
求
む
る
道
な
り
。
み
づ
か
ら
心
に

　
　
道
理
を
思
ふ
は
、
智
を
ひ
ら
く
本
な
り
。
問
ふ
は
智
を
人
に
求
る
な

　
　
り
。
思
ふ
は
智
を
わ
れ
に
求
る
な
り
。
人
に
問
は
ざ
れ
ば
、
知
る
こ

　
　
と
せ
ば
く
し
て
心
に
迷
ひ
と
け
ず
。
み
づ
か
ら
思
は
ざ
れ
ば
、
見
き

　
　
く
こ
と
ひ
ろ
し
と
い
へ
ど
も
、
道
理
を
わ
が
心
に
ふ
か
く
自
得
せ
ず
。

　
　
こ
の
故
に
、
問
ふ
と
思
ふ
と
の
二
は
、
理
を
き
は
め
智
を
明
ら
か
に

　
　
す
る
道
に
し
て
、
学
の
要
な
り
。
（
「
大
和
俗
訓
」
巻
こ

　
し
か
も
、
「
大
疑
録
」
の
序
に
「
姑
く
疑
惑
す
る
所
を
記
し
、
以
て
識

者
の
開
示
を
望
む
の
み
。
何
ぞ
敢
へ
て
自
ら
是
と
し
て
、
先
正
と
抗
論
す

べ
け
ん
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
己
の
疑
問
も
不
特
定
多
数
の
者
に
投
げ

出
す
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
答
え
て
く
れ
る
者
は
期
待
さ
れ
て
は
い
な

い
。
と
い
う
よ
り
は
、
諦
め
て
い
る
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
実
際
、
益
軒

の
場
合
、
彼
の
周
辺
に
は
宋
学
へ
の
疑
問
を
ぶ
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
答
え

て
く
れ
る
よ
う
な
人
物
が
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
益
軒
が
、
春

台
の
よ
う
に
問
答
者
以
外
の
第
三
者
も
含
め
た
同
輩
の
「
講
習
討
論
」
を
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想
定
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
も
、
春
台
が
「
尋
常
の
説
話
」
や
「
私
語
」
を
拒
否
し
て
、

「
満
坐
」
の
な
か
で
「
尊
卑
先
後
に
拘
は
ら
ず
」
、
疑
問
を
出
し
合
い
討
論

す
る
場
を
明
確
に
規
則
化
し
て
、
意
識
的
に
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
春
台
の
会
読
は
、
こ
う
し
た
規
則
を
守
り
、

「
専
心
講
習
を
要
」
と
す
る
意
志
あ
る
者
だ
け
が
参
加
し
え
た
、
日
常
生

活
と
は
異
次
元
の
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
春
台
の
会
読
の
場
に
思
想
的
な
可
能
性
は
他
に
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
僧
侶
に
宛
て
た
「
玄

海
沙
門
を
送
る
序
」
（
「
紫
芝
園
後
稿
」
巻
三
、
一
二
一
頁
）
で
あ
る
。
こ

の
文
章
は
、
直
接
、
会
読
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
「
友
ヲ
会
シ
テ

講
習
討
論
」
（
前
出
）
す
る
会
読
の
な
か
で
結
び
つ
い
た
同
志
の
つ
な
が

り
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
「
文
藝
」
に
志
す
と
い
う
一
点
で
結
び
つ
い
た

関
係
で
あ
る
。
も
と
よ
り
信
条
・
価
値
観
の
次
元
で
は
、
僧
侶
と
儒
者
と

の
間
に
は
、
架
橋
で
き
な
い
ほ
ど
の
断
絶
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し

て
も
、
「
情
」
を
も
つ
「
人
」
と
し
て
、
さ
ら
に
は
「
文
藝
」
へ
の
志
に

お
け
る
「
同
」
で
結
び
つ
く
よ
う
な
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
夫
れ
浮
屠
氏
は
、
方
の
外
に
遊
ぶ
と
雖
も
、
執
れ
か
人
に
匪
ず
と
謂

　
　
は
ん
や
。
既
に
已
に
人
た
る
や
、
其
れ
能
く
情
無
か
ら
ん
や
。
彼
、

　
　
其
の
飢
食
寒
衣
、
生
慕
死
哀
、
未
だ
始
め
よ
り
人
と
同
じ
か
ら
ざ
る

　
　
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
況
や
我
が
詩
を
誦
し
、
我
が
書
を
読
み
、
以
て

　
　
文
藝
に
従
事
す
る
を
や
。
況
や
不
精
の
才
を
負
ひ
、
懐
慨
の
志
を
抱

　
　
き
、
卓
然
と
し
て
独
立
し
、
犬
馬
と
偕
に
死
し
て
、
草
木
と
偕
に
朽

　
　
ち
せ
ざ
る
を
や
。
若
し
然
ら
ば
、
固
よ
り
以
て
君
子
の
林
に
列
す
べ

　
　
し
。
（
同
上
、
コ
ー
二
頁
）

　
こ
の
交
際
で
は
、
「
吾
が
二
三
の
兄
弟
、
之
れ
と
遊
ぶ
こ
と
年
有
り
。

而
れ
ど
も
未
だ
１
　
て
其
の
浮
屠
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
海
公
も
亦
た
未

だ
１
　
て
二
三
子
の
儒
者
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
講
ず
る
所
は
詩
書
、
修

む
る
所
は
文
辞
な
り
。
優
游
と
し
て
藝
林
に
相
忘
る
」
（
同
上
、
コ
ー
ニ

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
お
互
い
が
僧
侶
で
あ
り
、
儒
者
で
あ
る
こ
と
を
表

に
出
さ
ず
に
交
わ
っ
て
い
る
（
春
台
が
、
こ
こ
で
僧
侶
を
「
浮
屠
」
と
蔑

称
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
仏
教
は
聖
人
の
道
に
反

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
表
れ
て
い
る
だ
ろ
う
）
。
そ
の
意
味
で
、

人
間
の
生
来
の
多
様
性
・
個
別
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
春
台
は
「
文
藝
」

へ
の
志
に
お
い
て
共
通
性
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
講
ず
る
所
は
詩
書
、
修
む
る
所
は
文
辞
」
の
み
を
目
的
と

す
る
限
定
さ
れ
た
空
間
が
、
会
読
の
場
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
は
、
「
尋
常
の
説
話
」
（
前
掲
）
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
敷
衍
し
て
い
え
ば
、
「
浮
屠
」
で
あ
る
こ
と
、
「
儒
者
」
で
あ

る
こ
と
を
表
に
出
さ
ず
に
、
「
詩
書
」
を
講
じ
、
「
文
辞
」
を
修
め
る
と
い

う
目
的
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
志
を
も
っ
た
者
た
ち
が
参
加
す
る
場
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
春
台
に
お
い
て
「
同
志
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の

「
懐
慨
の
志
を
抱
き
、
卓
然
と
し
て
独
立
し
、
犬
馬
と
偕
に
死
し
て
、
草

木
と
偕
に
朽
ち
せ
ざ
る
」
志
を
共
有
す
る
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
社
中
の
「
同
志
」
間
で
は
「
講
習
討
論
」
が
な
さ
れ
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て
い
て
、
和
気
蕩
々
の
お
友
達
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
春
台
は
、

「
先
生
、
徂
来
と
講
論
し
て
合
は
ざ
れ
ば
、
必
ず
再
三
、
論
弁
し
て
、
明

ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
措
か
ず
」
（
『
紫
芝
園
稿
』
附
録
、
松
崎
惟
時
「
春
台
先

生
行
状
」
、
三
〇
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
徂
徠
と
の
間
で
も
「
論
弁
」

し
、
徂
徠
の
説
で
も
批
判
し
た
。
ま
し
て
同
志
間
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
論
弁
」
が
可
能
な
の
も
、
こ
う
し
た
志

を
同
じ
く
す
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　
「
講
習
討
論
」
す
る
会
読
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
競
争
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
『
論
語
』
に
「
子
の
日
く
、
君
子
は
争
う
所
な
し
。
必
ず
や

射
か
。
揖
譲
し
て
升
り
下
り
、
而
し
て
飲
ま
し
む
。
其
の
争
い
は
君
子
な

り
」
（
八
伶
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
と
争
う
こ
と
は
道
徳
的
に
間
違
っ

た
行
為
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
複
数
の
人
々
が
討
論
し
な
が
ら
共
同
で
読

む
会
読
で
は
、
切
磋
琢
磨
し
あ
う
反
面
、
競
争
が
起
こ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、

先
に
み
た
春
台
の
人
間
観
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
個
別
・
多
様
で
あ
る
う
え

に
、
「
人
二
勝
ン
コ
ト
ヲ
思
ヒ
、
人
ト
競
テ
ハ
、
人
二
後
レ
ジ
ト
思
フ
」

「
争
競
の
心
」
（
前
掲
）
あ
る
か
ぎ
り
、
か
り
に
「
懐
慨
の
志
を
抱
き
、
卓

然
と
し
て
独
立
し
、
犬
馬
と
偕
に
死
し
て
、
草
木
と
偕
に
朽
ち
せ
ざ
る
」

（
前
掲
）
志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
で
あ
っ
て
も
、
競
争
は
起
こ
ら
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
農
園
学
派
の
な
か
で
行
わ
れ
た
会
読
の
一

場
面
を
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
平
子
和
は
農
園
の
社
中
に
て
、
度
々
春
台
を
侮
慢
せ
し
こ
と
あ
り
。

　
　
会
読
の
時
、
議
論
す
る
を
り
に
、
大
宰
の
論
を
抑
へ
つ
け
、
確
論
が

　
　
あ
っ
て
も
無
理
に
虚
談
を
交
へ
て
、
い
ひ
伏
せ
こ
ま
ら
せ
た
り
。
夫

　
　
故
、
平
生
中
悪
し
く
、
折
節
は
妄
作
に
書
籍
の
名
を
云
、
妄
作
の
語

　
　
な
ど
を
云
立
て
云
伏
、
春
台
熱
く
な
り
て
共
書
を
穿
鑿
し
、
二
三
日

　
　
過
ぎ
、
「
足
下
の
云
し
語
は
見
へ
ず
。
何
の
処
に
あ
る
」
と
問
へ
ば
、

　
　
「
あ
れ
は
我
腹
中
の
語
な
り
。
足
下
の
が
実
は
確
論
じ
や
」
な
ど
云

　
　
て
な
ぶ
り
し
由
。
（
「
農
園
雑
話
」
）

　
平
野
金
華
は
、
会
読
の
「
議
論
」
の
際
に
、
春
台
を
「
抑
へ
つ
け
」
よ

う
と
し
て
、
「
無
理
に
虚
談
」
を
ま
じ
え
て
、
「
い
ひ
伏
せ
こ
ま
ら
せ
た
」

と
い
う
。
会
読
の
場
は
、
相
手
を
打
ち
負
か
そ
う
と
す
る
競
争
の
場
と
な

り
、
勝
つ
目
的
の
た
め
に
「
無
理
に
虚
談
」
さ
え
飛
び
交
っ
た
と
い
う
。

　
思
う
に
、
こ
う
し
た
会
読
の
い
わ
ば
逸
脱
形
態
を
経
験
し
た
春
台
か
ら

す
れ
ば
、
孟
子
と
告
子
と
の
論
争
は
そ
れ
ほ
ど
遠
い
出
来
事
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
春
台
の
「
聖
学
問
答
」
は
孟
子
批
判
を
主
題
と
し
て
い
る
と

も
い
え
る
著
作
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
、
孟
子
の
所
説
が
相
手
に
勝
つ
た
め

の
論
争
の
な
か
で
語
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の

は
、
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
会
読
体
験
が
背
景
に
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
聖
学
問
答
」
の
冒
頭
の
問
答
の
な
か
で
、
春
台
は
、
「
対
頭
」
が
い
て

「
道
ヲ
論
ジ
藝
術
ヲ
談
」
ず
る
と
き
の
一
般
論
を
述
べ
て
、
次
の
よ
う
に

ご
亨
っ
。

　
　
凡
古
人
モ
今
人
モ
、
道
ヲ
論
ジ
藝
術
ヲ
談
ズ
ル
者
、
対
頭
ヲ
取
ラ
ズ
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シ
テ
、
一
己
ノ
理
窟
バ
カ
リ
ヲ
言
フ
ハ
、
善
ク
モ
悪
ク
モ
、
己
が
言

　
　
フ
ベ
キ
ス
ヂ
ヲ
言
テ
、
横
道
ナ
ル
コ
ト
ヲ
言
ハ
ヌ
者
ナ
リ
。
如
何
様

　
　
ナ
ル
者
ナ
リ
ト
モ
、
対
頭
ト
ナ
シ
テ
、
談
論
ス
レ
バ
、
己
が
義
ヲ
立

　
　
ン
ト
ス
ル
ニ
、
対
頭
ノ
方
ヨ
リ
、
コ
レ
ヲ
抑
へ
、
コ
レ
ヲ
破
ラ
ン
ト

　
　
ス
レ
バ
、
彼
二
負
ジ
ト
思
フ
心
起
ル
ハ
、
人
情
ナ
レ
バ
、
彼
ヲ
我
二

　
　
服
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ヨ
リ
、
覚
ヘ
ズ
無
理
ヲ
言
フ
者
ナ
リ
。
又
人
ヲ

　
　
教
化
ス
ル
ニ
、
彼
ヲ
悦
バ
シ
メ
ン
ト
テ
ハ
、
道
理
二
背
タ
ル
コ
ト
ヲ

　
　
言
コ
ト
有
リ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
上
、
六
〇
頁
）

　
相
手
の
い
る
「
談
論
」
に
お
い
て
は
、
「
人
情
」
と
し
て
「
彼
二
負
ジ

ト
思
フ
心
」
が
起
こ
る
の
で
、
「
覚
ヘ
ズ
無
理
ヲ
言
フ
者
」
が
い
る
と
い

う
。
「
談
論
」
に
お
い
て
は
「
無
理
ヲ
言
フ
」
逸
脱
は
避
け
ら
れ
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
春
台
は
こ
の
後
に
続
け
、
「
孔
子
ノ
言
」
は
相

手
と
争
っ
て
い
な
い
う
え
に
、
眼
前
の
相
手
が
服
す
る
か
ど
う
か
に
は
、

拘
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
　
孔
子
ノ
言
ハ
、
一
言
一
語
モ
、
対
頭
ヲ
取
テ
争
タ
マ
フ
コ
ト
無
ク
、

　
　
又
人
ヲ
教
化
セ
ン
ト
テ
、
理
ヲ
柾
タ
ル
コ
ト
ヲ
モ
ノ
タ
マ
ハ
ズ
、
直

　
　
二
先
王
ノ
法
言
ヲ
述
テ
、
人
ノ
服
ス
ル
ニ
モ
服
セ
ヌ
ニ
モ
拘
バ
リ
タ

　
　
マ
ハ
ズ
、
天
下
後
世
ノ
人
二
詔
テ
、
少
モ
害
ア
ル
コ
ト
無
シ
。
（
同

　
　
上
、
六
〇
～
六
一
頁
）

　
先
に
「
孔
子
の
言
は
、
慮
る
所
有
り
て
発
す
る
か
」
（
『
紫
芝
園
漫
筆
』

巻
べ
　
一
四
裏
）
と
あ
っ
て
、
言
語
の
弊
害
・
限
界
を
認
識
し
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
「
規
矩
準
縄
」
と
な
り
う
る
特
別
な
位
置
に
あ
る
と
指
摘
し
た

が
、
そ
の
理
由
は
、
「
孔
子
ノ
言
ハ
、
一
言
一
語
モ
」
直
接
に
「
対
頭
」

に
向
か
っ
て
説
か
ず
、
「
先
王
ノ
法
言
」
を
そ
の
ま
ま
述
べ
て
い
た
と
い

う
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
春
台
に
よ
れ
ば
、
孟
子
で
あ
っ
て
も
相

手
と
争
っ
て
い
な
い
箇
所
で
は
「
正
等
ノ
論
モ
多
」
い
と
い
う
。

　
　
孟
子
一
部
ノ
書
ノ
中
二
、
此
ニ
ツ
ノ
病
ア
ル
処
ハ
、
其
義
悉
非
ナ
リ
。

　
　
此
等
ノ
外
二
、
対
頭
ヲ
取
ラ
ズ
、
人
ト
争
ハ
ズ
、
只
先
王
孔
子
ノ
道

　
　
ヲ
、
直
二
平
平
二
説
タ
ル
処
ハ
、
サ
ス
ガ
ニ
孔
子
ヲ
去
コ
ト
遠
カ
ラ

　
　
ヌ
ホ
ド
有
テ
、
正
等
ノ
論
モ
多
シ
。
然
レ
ド
モ
胸
中
二
世
ヲ
矯
メ
俗

　
　
ヲ
憤
ル
心
深
カ
リ
シ
故
二
、
言
ヲ
立
ル
上
二
過
失
多
キ
ナ
リ
。
（
「
聖

　
　
学
問
答
」
巻
上
、
六
四
頁
）

　
相
手
と
争
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
、
そ
の

所
説
の
正
邪
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
の
特
異
性
を
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
本
来
、
言
語
は
相
手
に
向
か
っ
て
語
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
春
台
に
よ
れ
ば
、
個
々
個
別
、
多
様
で
利
己
的

な
人
間
同
士
は
そ
う
す
る
と
、
必
然
的
に
競
争
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

の
で
、
逸
脱
が
生
じ
る
。
だ
か
ら
、
そ
う
し
た
相
手
に
「
負
ジ
ト
思
フ
心
」

か
ら
語
り
出
さ
れ
た
言
語
は
、
す
べ
て
信
を
お
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
春
台
に
よ
れ
ば
、
孟
子
の
性
善
説
は
こ
う
し
た
相
手
と
争
う
な
か
で
言

い
出
さ
れ
た
「
新
奇
ノ
説
」
で
あ
っ
て
、
「
先
王
孔
子
ノ
道
」
に
は
な
い

も
の
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
、
孟
子
の
性
善
説
を
根
拠
と
す
る
宋
学
の
心
性

説
は
成
り
立
た
な
い
と
す
る
。

　
　
孟
子
ニ
ハ
ニ
ツ
ノ
病
ア
リ
。
孟
子
ノ
時
ハ
、
孔
子
ノ
世
ト
易
リ
テ
、

　
　
楊
朱
・
墨
崔
が
門
徒
、
世
二
多
ク
有
テ
、
各
其
道
ヲ
説
テ
、
天
下
ノ

　
　
人
ヲ
惑
ハ
シ
ケ
ル
故
二
、
彼
ヲ
闘
カ
ン
ト
テ
、
吾
道
ヲ
説
ク
ニ
ツ
キ
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テ
、
新
奇
ノ
説
ヲ
立
テ
、
吾
道
ノ
軍
ヲ
張
り
、
彼
が
陣
ヲ
破
ラ
ン
ト

　
　
ス
。
「
性
ハ
善
ナ
リ
」
ト
イ
ヒ
、
「
人
皆
尭
舜
ト
ナ
ル
ベ
シ
」
ト
イ
ヒ
、

　
　
「
吾
が
浩
然
ノ
気
ヲ
養
フ
」
ト
イ
フ
類
ノ
論
、
皆
先
王
孔
子
ノ
道
二

　
　
無
キ
事
ニ
テ
、
孟
子
ノ
始
テ
建
立
セ
ル
宗
旨
ノ
説
ナ
リ
。
仏
家
ニ
イ

　
　
フ
、
建
立
門
ト
イ
フ
者
ナ
ル
ヲ
、
孟
子
此
門
ヲ
開
テ
人
ヲ
引
入
ス
是

　
　
一
ツ
ノ
病
ナ
リ
。
（
同
上
、
六
二
頁
）

　
も
ち
ろ
ん
、
孟
子
が
「
楊
朱
・
墨
崔
が
門
徒
」
に
反
対
し
て
「
新
奇
ノ

説
」
を
立
て
た
と
い
う
考
え
は
、
徂
徠
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
か
の
子

思
の
中
庸
を
作
る
を
観
る
に
、
老
氏
と
抗
す
る
者
な
り
。
老
氏
は
聖
人
の

道
を
偽
と
謂
へ
り
。
故
に
性
に
率
ふ
を
こ
れ
道
と
謂
ひ
て
、
以
て
吾
が
道

の
偽
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
」
（
「
弁
道
」
）
、
「
孟
子
の
性
善
に
至
り
て

も
、
ま
た
子
思
の
流
な
り
。
杞
柳
の
喩
へ
は
、
告
子
こ
れ
を
尽
く
せ
り
。

孟
子
の
こ
れ
を
折
く
者
は
過
て
り
」
（
『
弁
道
』
）
と
あ
る
。
こ
の
徂
徠
説

に
た
い
し
て
、
春
台
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
性
善
説
が
対
抗
言
説
だ
っ
た

と
い
う
ば
か
り
か
、
孟
子
の
も
う
一
つ
の
病
と
し
て
、
相
手
に
自
己
の
説

を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
「
妄
説
」
を
言
い
出
し
た
と
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
点
、
春
台
は
繰
り
返
し
批
判
す
る
。

　
　
是
皆
孟
子
己
が
説
ヲ
人
二
信
ゼ
ラ
レ
ン
為
ニ
、
其
キ
ヽ
メ
ヲ
尤
ク
見

　
　
セ
ン
ト
テ
、
前
後
ヲ
忘
却
シ
テ
、
箇
様
ノ
妄
説
ヲ
出
セ
ル
ナ
リ
。
是

　
　
又
一
ツ
ノ
病
ナ
リ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
上
、
六
四
頁
）

此
論
ニ
テ
ハ
性
善
ノ
義
立
ガ
タ
キ
故
ニ
、
孟
子
コ
レ
ヲ
難
ジ
テ
日
夕
、

（
中
略
）
畢
竟
孟
子
ハ
、
人
ト
争
フ
コ
ト
ヲ
好
テ
、
人
二
負
ジ
ト
ス

ル
故
ニ
、
箇
様
ノ
無
理
ヲ
イ
ヘ
ル
ナ
リ
。
（
同
上
、
八
七
～
八
八
頁
）

　
　
孟
子
謬
テ
一
ス
ヂ
ニ
性
善
ノ
論
ヲ
持
シ
テ
、
告
子
が
説
ヲ
聴
納
レ
ズ
。

　
　
十
分
ノ
客
気
ニ
テ
、
只
管
彼
二
勝
ン
ト
シ
テ
、
理
二
戻
レ
ル
コ
ト
ヲ

　
　
言
フ
故
ニ
、
告
子
重
テ
弁
ゼ
ズ
。
性
ノ
論
是
マ
デ
ニ
テ
止
ヌ
。
篇
首

　
　
ヨ
リ
是
マ
デ
四
章
、
毎
毎
告
子
発
端
シ
テ
、
孟
子
コ
レ
ヲ
難
ズ
ル
コ

　
　
ト
一
再
シ
テ
、
終
ニ
ハ
告
子
答
ヘ
ズ
。
朱
子
ノ
集
註
ニ
ハ
、
告
子
が

　
　
論
ヲ
皆
非
ト
ス
ル
故
二
、
孟
子
二
難
ジ
詰
ラ
レ
テ
、
告
子
答
ル
コ
ト

　
　
能
ハ
ズ
シ
テ
、
論
ノ
端
ヲ
更
タ
ル
者
ト
イ
フ
。
今
本
文
ヲ
詳
二
看
ル

　
　
ニ
、
道
理
ノ
是
非
ハ
右
ニ
イ
フ
如
ク
ナ
リ
。
孟
子
ハ
無
理
ヲ
イ
ヒ
テ

　
　
モ
人
二
勝
ン
ト
思
フ
。
告
子
ハ
只
正
等
ノ
論
ヲ
以
テ
、
孟
子
ヲ
暁
サ

　
　
ン
ト
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
必
シ
モ
孟
子
二
勝
ン
ト
思
ハ
ズ
。
（
同
上
、

　
　
九
一
頁
）

　
競
争
が
必
然
と
認
め
る
春
台
は
ま
た
、
勝
利
を
当
然
だ
と
す
る
だ
ろ
う
。

勝
つ
目
的
の
た
め
に
は
、
そ
の
手
段
と
し
て
「
無
理
」
を
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
。
孟
子
が
告
子
と
の
論
争
に
お
い
て
、
相
手
を
説
得
さ

せ
よ
う
と
し
て
使
っ
た
論
説
も
、
ど
こ
ま
で
も
告
子
に
負
け
ま
い
と
し
て

述
べ
た
「
無
理
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
定
論
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
。
性
善
説
は
そ
う
し
た
論
争
相
手
に
勝
と
う
と
し
た
、
兵
学
的
に
い

え
ば
、
謹
道
的
な
論
理
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
思
う
に
、
春
台
に
お
い
て
会
読
が
重
要
な
の
は
、
そ
こ
で
の
苦
い
体
験

が
「
言
語
の
弊
」
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

会
読
と
い
う
「
言
語
」
の
競
争
の
場
に
立
ち
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
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の
弊
害
を
思
い
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
相
手
に
勝
と
う
と
す
る
意
欲
の

た
め
に
、
「
規
矩
準
縄
」
（
前
出
）
か
ら
の
逸
脱
や
過
剰
が
起
こ
る
と
い
う

こ
と
を
実
際
に
体
験
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
孟
子
と
告
子
の
論
争
の
な
か
に
、
そ
の
失
敗
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
「
余
は
特

に
孟
子
の
英
気
を
愛
す
」
（
「
紫
芝
園
漫
筆
」
巻
六
、
五
裏
）
と
、
「
孟
子

の
英
気
」
に
共
感
す
る
春
台
は
、
孟
子
の
な
か
に
自
己
自
身
の
姿
を
見

る
が
ゆ
え
に
、
論
争
の
な
か
で
言
い
過
ぎ
た
り
、
相
手
を
打
ち
負
か
せ
よ

う
と
論
弁
を
弄
し
た
り
す
る
孟
子
と
い
う
人
物
を
描
く
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

六

　
春
台
が
相
手
と
の
論
争
と
い
う
場
面
を
想
定
し
て
い
た
点
を
も
う
少
し

別
な
方
向
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
春
台
が
好
ん

で
引
用
し
た
一
句
で
あ
る
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
「
人
心
之
不
い
同
、
如
其

面
」
で
あ
る
。

　
　
凡
性
ハ
、
人
ノ
生
レ
ツ
キ
ナ
リ
。
人
ノ
生
レ
ツ
キ
、
十
人
八
十
様
、

　
　
百
人
八
百
様
、
千
人
八
千
様
、
万
人
八
万
様
ナ
リ
。
子
産
が
言
ニ
、

　
　
「
人
心
之
不
い
同
、
如
・
其
面
一
焉
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
千
古
ノ
名
言
ナ
リ
。

　
　
（
『
聖
学
問
答
』
巻
上
、
六
九
頁
）

　
こ
の
言
葉
は
人
間
の
「
生
レ
ツ
キ
」
の
多
種
多
様
性
を
端
的
に
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
点
、
「
伊
川
先
生
日
く
、
公
は
則
ち
一
に
し
て
、
私
は
則

ち
万
殊
な
り
、
人
心
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
面
の
如
き
は
、
只
是
れ
私
心

な
れ
ば
な
り
」
（
「
近
思
録
」
巻
こ
と
す
る
宋
学
と
の
違
い
は
明
ら
か
で

あ
る
。
宋
学
の
立
場
か
ら
は
、
自
分
と
他
人
と
の
間
で
共
通
な
も
の
が

「
公
」
で
あ
っ
て
、
異
な
る
も
の
は
「
私
」
で
あ
る
の
で
、
後
者
を
す
て

て
、
前
者
に
の
っ
と
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
れ
っ
き
の

共
通
性
な
ど
、
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
「
面
」
の
同
じ
か
ら

ざ
る
人
々
の
間
で
、
い
か
に
秩
序
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、
こ
の
一
句
を

焦
点
に
し
て
更
に
考
え
て
み
よ
う
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
春
台
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様
な
個
性
的

な
人
材
を
養
育
す
る
こ
と
に
、
「
不
言
ノ
教
」
た
る
礼
楽
の
目
的
が
あ
っ

た
。
こ
の
点
、
『
人
心
之
不
い
同
、
如
其
面
』
を
引
照
し
な
が
ら
、
春
台

は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
気
質
ハ
ス
ナ
ハ
チ
性
ナ
リ
、
人
ノ
生
レ
ツ
キ
ナ
リ
。
生
レ
ツ
キ
ハ
変

　
　
化
セ
ラ
レ
ヌ
者
ナ
リ
。
前
三
二
ル
如
ク
、
人
ノ
性
八
万
人
万
様
ニ
テ
、

　
　
面
ノ
同
カ
ラ
ザ
ル
如
ク
、
万
事
ノ
好
悪
・
口
腹
ノ
食
性
・
才
ノ
長

　
　
短
・
能
不
能
、
人
人
同
カ
ラ
ズ
。
凡
人
ノ
ミ
然
ル
ニ
非
ズ
。
聖
賢
モ

　
　
亦
然
ナ
リ
。
聖
人
ノ
道
ハ
、
人
ノ
生
レ
ツ
キ
ヲ
、
其
マ
ゝ
ニ
テ
養
テ
、

　
　
其
フ
リ
く
ノ
器
ヲ
成
就
ス
ル
。
是
人
才
ヲ
生
ズ
ル
道
ナ
リ
。
何
ヲ

　
　
以
テ
人
ノ
性
ヲ
養
フ
ト
ナ
レ
バ
、
礼
楽
ナ
リ
。
礼
ヲ
以
テ
人
ノ
身
ヲ

　
　
固
メ
、
楽
ヲ
以
テ
人
ノ
心
ヲ
和
ゲ
テ
、
其
過
ル
所
ヲ
裁
抑
シ
、
及
バ

　
　
ザ
ル
所
ヲ
勉
強
ス
レ
バ
、
人
人
ノ
性
、
其
フ
リ
く
ニ
テ
皆
才
徳
卜

　
　
成
ル
。
是
ヲ
君
子
ト
イ
フ
。
是
共
生
レ
ツ
キ
ヲ
変
ジ
テ
、
別
人
ノ
如

　
　
ク
ス
ル
ニ
ハ
非
ズ
。
只
其
生
レ
ツ
キ
ノ
上
ヲ
、
礼
楽
ニ
テ
其
ナ
リ
ヲ
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好
ク
ス
ル
マ
デ
ナ
リ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
下
、
一
一
八
頁
）

　
　
夫
れ
人
心
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
其
の
面
の
如
し
。
才
は
固
よ
り
品

　
　
多
く
、
徳
も
亦
た
Ｉ
な
ら
ず
。
故
に
君
子
は
人
を
教
ふ
る
に
、
其
の

　
　
才
に
即
き
、
之
れ
を
養
ふ
に
道
を
以
て
す
。
（
「
紫
芝
園
漫
筆
」
巻
一
、

　
　
一
三
表
）

　
多
種
多
様
な
個
性
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
応
ず
る
「
才
徳
」

を
遂
げ
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
材
の
多
様
性
を
確
保
で
き
、
ひ
い
て
は
統
治

の
役
人
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
て
、
役
立
っ
の
だ
と
い
う
。
こ
の
論
理
は

荻
生
徂
徠
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
春
台
の
同
志
で
あ
る
山
県
周
南
も
同
様

で
あ
る
。

　
　
凡
ソ
人
タ
ル
者
ノ
生
レ
附
、
其
器
量
・
才
智
、
人
々
各
別
ナ
ル
者
ニ

　
　
テ
、
一
様
ナ
ル
人
ハ
天
地
ノ
間
二
無
之
事
ナ
ル
故
、
「
人
心
ノ
不
い
同

　
　
事
面
ノ
如
シ
」
ト
云
古
語
モ
有
リ
。
（
「
政
談
」
巻
三
）

　
人
心
不
い
同
如
二
其
面
と
い
へ
り
。
人
の
性
質
人
々
不
い
同
、
品
々
の

　
生
れ
あ
り
。
さ
れ
ど
礼
楽
を
学
び
教
化
を
経
れ
ば
、
義
理
に
通
じ
君

　
子
の
道
を
し
る
故
、
性
質
相
応
の
才
徳
成
立
な
り
。
其
器
量
に
応
じ
、

　
大
な
る
は
大
官
を
授
け
、
小
な
る
は
小
官
を
授
け
、
百
官
庶
司
そ
れ

　
ぞ
れ
に
配
当
し
て
用
ひ
ら
る
ヽ
時
は
、
都
て
国
家
の
用
に
不
い
立
と

　
い
ふ
こ
と
な
し
。
是
を
棄
才
な
し
と
い
へ
り
。
（
「
周
南
先
生
為
学
初

　
問
」
巻
上
）

た
だ
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
春
台
の
特
徴
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。

そ
こ
で
、
春
台
が
「
人
々
ノ
心
同
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
、
面
ノ
異
ナ
ル
ガ
如
ク

テ
ン
テ
、
衆
議
一
決
シ
難
ク
」
と
説
い
て
い
た
こ
と
に
眼
を
向
け
ね
ば
な

ら
な
い
。

　
　
人
情
ニ
ハ
厚
薄
深
浅
ア
リ
、
物
理
ハ
常
人
ノ
知
り
難
キ
者
ナ
レ
バ
、

　
　
兼
テ
ョ
リ
其
作
法
儀
式
ヲ
定
置
ザ
レ
バ
、
時
二
臨
ミ
事
ニ
サ
シ
カ
ヽ

　
　
リ
テ
是
ヲ
議
ス
ル
ニ
、
人
々
ノ
心
同
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
、
面
ノ
異
ナ
ル

　
　
ガ
如
ク
テ
ン
テ
、
衆
議
一
決
シ
難
ク
、
縦
ヒ
ー
決
ス
レ
ド
モ
、
過
不

　
　
及
在
テ
、
中
道
二
合
ザ
レ
バ
、
是
ヲ
行
テ
害
ア
ル
事
ヲ
免
レ
ズ
、
聖

　
　
人
ハ
往
古
ヲ
考
へ
、
未
来
ヲ
知
テ
、
百
世
ノ
後
追
モ
、
礙
ナ
ク
弊
ナ

　
　
ク
、
永
々
二
行
ワ
ル
ベ
キ
様
ヲ
計
テ
、
定
法
ヲ
立
玉
ヘ
ル
也
、
（
「
経

　
　
済
録
」
巻
二
、
二
六
大
一
七
頁
）

　
政
治
を
す
る
う
え
で
、
「
衆
議
」
が
一
致
し
な
い
な
か
、
聖
人
が
過
去

と
未
来
を
見
据
え
て
礼
楽
を
定
め
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
礼
楽
に
よ
っ
て

「
才
徳
」
を
成
就
す
る
「
君
子
」
の
側
で
は
な
く
、
「
往
古
ヲ
考
へ
、
未
来

ヲ
知
テ
、
百
世
ノ
後
」
ま
で
も
考
慮
し
て
礼
楽
を
作
る
「
聖
人
」
の
立
場

か
ら
の
発
想
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
礼
楽
制
作
者
の
立
場
か
ら
の

個
々
人
の
異
見
の
対
立
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
別
な

箇
所
で
は
、
「
衆
議
」
は
統
治
者
の
政
治
的
意
思
決
定
の
文
脈
の
な
か
で

使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
何
ニ
テ
モ
政
事
ヲ
行
ヒ
、
判
断
ヲ
用
ル
官
ハ
必
一
人
二
限
ル
、
若
二

　
　
人
三
人
ナ
レ
バ
決
断
成
難
ク
、
イ
ツ
モ
衆
議
判
二
落
テ
、
縦
其
中
一

　
　
人
器
量
ノ
者
有
テ
、
上
策
ヲ
思
ヒ
付
ケ
テ
モ
、
同
役
ノ
心
ヲ
兼
憚
テ

　
　
言
ヲ
出
サ
ズ
、
縦
言
ヲ
出
シ
テ
モ
、
人
心
不
い
同
コ
ト
面
ノ
同
カ
ラ
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ヌ
如
ク
ナ
レ
バ
、
衆
議
ト
リ
ぐ
ニ
テ
一
決
セ
ズ
、
イ
カ
ナ
ル
上
計

　
　
モ
行
ハ
レ
ズ
シ
テ
止
ム
コ
ト
多
シ
、
（
「
経
済
録
」
巻
三
、
六
八
頁
）

　
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
衆
議
」
の
難
し
さ
を
説
い
て
ぃ
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
衆
議
一
決
」
の
原
理
的
な
可
能
性
を
否
定
し
た

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
に
は
、
「
果
断
」
な
決
断

が
で
き
る
英
雄
豪
傑
の
資
質
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
　
当
前
ノ
利
害
ハ
云
フ
ニ
及
バ
ズ
、
後
来
ニ
モ
害
ナ
ク
シ
テ
、
国
家
二

　
　
利
ナ
ル
ベ
キ
カ
如
何
ニ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
詳
二
会
議
シ
テ
、
衆
議
一
決

　
　
シ
タ
ル
上
ニ
テ
、
果
断
ヲ
以
テ
命
令
ヲ
下
ス
ベ
シ
、
小
人
ハ
習
二
安

　
　
ン
ズ
ル
者
ナ
レ
バ
、
今
迫
ニ
ナ
キ
新
令
ヲ
受
テ
ハ
、
必
驚
テ
前
後
モ

　
　
弁
ヘ
ズ
、
一
向
二
不
便
利
ナ
ル
コ
ト
ト
思
フ
、
是
昔
ヨ
リ
定
マ
レ
ル

　
　
コ
ト
也
、
然
ル
時
二
、
上
ノ
人
是
子
心
ヲ
動
カ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
凡
民

　
　
ハ
当
前
ノ
利
害
ヲ
視
テ
、
後
ノ
コ
ト
ヲ
不
い
思
者
也
、
上
ニ
ア
ル
君

　
　
子
ハ
、
数
十
年
ノ
後
ニ
モ
洞
視
ス
ル
コ
ト
、
囲
藁
二
上
手
ナ
ル
者
ノ

　
　
十
道
二
十
道
ノ
末
ヲ
洞
視
ス
ル
ガ
如
ク
ナ
レ
バ
、
民
ノ
評
議
ヲ
聞
入

　
　
レ
ズ
、
果
敢
二
事
ヲ
行
フ
ベ
シ
、
年
数
ヲ
経
テ
後
ニ
、
民
其
便
利
ヲ

　
　
得
レ
バ
、
大
二
悦
デ
初
二
評
議
セ
シ
ヲ
悔
ル
者
也
、
商
軟
が
秦
国
ニ

　
　
テ
新
法
ヲ
行
ヒ
シ
時
、
カ
ク
有
リ
シ
也
、
此
段
ハ
英
雄
ノ
事
也
、

　
　
（
「
経
済
録
」
巻
八
、
ニ
一
六
～
七
頁
）

　
政
治
的
な
意
思
決
定
に
お
い
て
は
、
「
果
断
」
に
決
断
す
る
統
治
主
体

が
必
要
と
な
る
。
政
治
の
場
で
は
、
学
問
の
よ
う
に
、
そ
の
正
当
性
を
将

来
に
委
ね
る
と
い
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
不
完
全
で
も
決
断
す
る
必
要

が
あ
る
。
囲
碁
の
勝
負
の
よ
う
に
、
か
り
に
す
べ
て
の
手
を
読
み
尽
く
せ

ば
、
必
ず
勝
て
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
一
か
八
か
の
双
六
の
よ

う
な
賭
け
の
要
素
が
あ
る
、
と
春
台
は
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
注
目
す
べ
き
は
、
春
台
が
論
争
に
お
け
る
自
己
の
論
説
の
正

当
性
を
主
張
す
る
う
え
で
も
、
「
人
心
の
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
面
の
如

し
」
の
一
句
を
引
照
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

　
　
子
産
が
云
ル
如
ク
、
人
心
ノ
同
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
、
面
ノ
同
カ
ラ
ザ
ル

　
　
ガ
如
ク
ナ
レ
バ
、
人
人
皆
己
が
是
ト
ス
ル
所
ヲ
是
ト
シ
テ
、
人
ノ
言

　
　
ヲ
聴
受
ヌ
モ
常
ノ
習
ニ
テ
、
怪
ム
事
二
非
ズ
。
畢
竟
ハ
吾
が
好
ム
所

　
　
二
従
フ
ヨ
リ
外
ナ
ル
コ
ト
無
シ
。
何
ゾ
人
ノ
好
マ
ヌ
事
ヲ
強
テ
好
マ

　
　
シ
メ
ン
ヤ
。
（
「
聖
学
問
答
」
巻
下
、
一
三
二
～
一
三
三
頁
）

　
「
聖
学
問
答
」
の
末
尾
に
こ
う
言
い
添
え
る
と
き
、
春
台
に
は
自
己
の

正
し
さ
へ
の
確
信
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
の
「
春
秋
左

氏
伝
」
に
お
け
る
子
産
の
意
味
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
大
丈
夫
は
、
当
に
上
、
千
古
の
賢
者
を
学
び
、
以
て
下
、
百
世
の
知

　
　
己
を
待
つ
べ
し
。
何
ぞ
屑
屑
焉
と
し
て
一
世
の
人
言
に
与
み
せ
ん
や
。

　
　
（
「
紫
芝
園
漫
筆
」
巻
六
、
六
裏
）

　
是
非
判
断
に
は
定
論
は
な
い
が
、
聖
人
の
道
を
信
ず
る
か
ぎ
り
で
、
自

己
の
説
は
正
し
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
こ
の
信
念
は
、
究
極
的
に
は
仏
教
の
信
仰
に
近
い
。
春
台
が
仏
教
の

「
仏
法
大
海
、
信
為
能
入
」
を
引
照
す
る
の
も
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
。

　
　
仏
法
二
信
ヲ
尚
ブ
ニ
ツ
キ
テ
、
「
仏
法
大
海
、
信
為
能
入
」
ト
云
文
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ア
リ
。
仏
法
ハ
大
海
ノ
如
キ
者
ニ
テ
、
入
難
キ
コ
ト
ナ
ル
ニ
、
信
心

　
　
ア
ル
者
ハ
能
入
卜
云
義
也
。
仏
法
ノ
中
ノ
語
ナ
レ
ド
モ
、
至
極
ノ
道

　
　
理
也
。
仏
法
ノ
ミ
ニ
非
ズ
、
何
事
モ
信
ズ
ル
心
深
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
其

　
　
道
二
達
ス
ル
コ
ト
無
シ
。
サ
レ
バ
孔
子
モ
「
信
而
好
古
」
ト
ノ
タ

　
　
ヘ
リ
。
今
此
書
ハ
、
純
が
愚
陋
ナ
ル
心
ヲ
、
拙
キ
詞
二
著
シ
タ
レ
ド

　
　
モ
、
先
王
聖
人
ノ
道
ヲ
本
ト
シ
テ
、
孔
子
ノ
教
二
従
ヒ
、
和
漢
ノ
往

　
　
蹟
ヲ
考
テ
、
今
日
ノ
事
務
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
的
切
也
。
若
シ
聖
人
ノ
道

　
　
ヲ
信
ズ
ル
心
有
ン
人
ハ
、
必
其
旨
ヲ
会
得
ス
ベ
シ
。
聖
人
ヲ
信
ゼ
ザ

　
　
ル
人
ニ
ハ
看
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
凡
書
ヲ
看
ル
ニ
ハ
、
虚
心
ニ
テ
看
ル
ヲ

　
　
善
ト
ス
。
虚
心
ト
ハ
、
己
が
我
ヲ
立
テ
ズ
、
心
中
二
一
物
ヲ
モ
蓄
ヘ

　
　
ザ
ル
ヲ
虚
心
卜
云
。
書
中
二
数
々
ノ
事
有
ヲ
看
テ
、
北
中
二
定
テ
善

　
　
キ
事
有
ベ
シ
ト
云
心
ニ
テ
、
細
二
看
レ
バ
、
必
益
ヲ
得
ル
者
也
。
然

　
　
ド
モ
純
が
云
所
悉
ク
是
ニ
テ
、
悉
ク
是
ヲ
用
ヒ
玉
ヘ
カ
シ
ト
思
フ
ニ

　
　
モ
非
ズ
。
看
ル
人
ノ
心
二
思
慮
ヲ
加
ヘ
テ
、
百
二
一
ツ
モ
善
キ
道
理

　
　
ヲ
見
ツ
ケ
テ
、
取
用
ヒ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
有
バ
、
大
幸
ナ
ラ
ン
ノ
ミ
。

　
　
（
『
経
済
録
』
凡
例
、
七
～
八
頁
）

　
こ
こ
に
は
、
「
聖
人
の
道
」
を
信
じ
、
「
虚
心
」
に
受
け
容
れ
て
も
ら
え

れ
ば
、
必
ず
や
自
己
の
正
当
性
は
、
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
信
念

が
あ
る
。
『
経
済
録
』
の
序
文
に
は
、
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
自

己
を
屠
竜
の
技
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
憤
懣
を
「
百
世
の
知

己
を
待
つ
べ
し
」
（
前
出
）
と
い
う
高
い
次
元
で
昇
華
す
る
も
の
が
、
こ

の
「
聖
人
の
道
」
へ
の
信
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
こ
う
し
た
信
念
を
吐
露
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
人
間
の
是
非
判
断

に
定
論
を
認
め
な
い
う
え
に
、
論
争
を
相
手
に
勝
つ
も
の
で
あ
る
と
し
か

認
識
で
き
ず
、
普
遍
的
な
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
生
産
的
な
論
争

を
構
想
し
え
な
か
っ
た
春
台
の
論
理
的
な
必
然
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

七

　
春
台
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
最

初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
春
台
が
礼
楽
に
よ
る
「
貴
賤
上
下
」
の
階
層
秩
序

を
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
個
々
多
様
な
人
々
は
、
そ
の

「
不
言
ノ
教
」
で
あ
る
礼
楽
に
無
理
に
も
則
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
価
値
観
や
感
情
は
多
種
多
様
で
あ
る
の
で
、

人
々
は
た
だ
そ
う
し
た
個
々
人
の
価
値
観
や
感
情
を
抑
制
し
て
、
外
形
的

規
範
で
あ
る
礼
楽
に
従
が
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
面
的

感
情
と
外
形
的
行
動
と
の
乖
離
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
点
、
先
に
も
見
た
よ

う
に
、
春
台
は
露
悪
的
と
も
い
え
る
表
現
で
説
い
て
い
た
。

　
　
聖
人
の
道
に
は
、
心
中
に
悪
念
の
起
り
て
も
、
能
礼
法
を
守
て
其
悪

　
　
念
を
そ
だ
て
ず
身
に
不
善
を
行
は
ざ
れ
ば
、
君
子
と
申
候
。
心
中
に

　
　
悪
念
の
起
る
を
ば
罪
と
せ
ず
候
。
若
其
悪
念
に
因
て
礼
法
を
犯
て
身

　
　
に
不
善
を
な
す
者
を
小
人
と
申
候
。
た
と
へ
ば
美
女
を
見
て
其
色
を

　
　
心
に
愛
す
る
は
人
惰
に
て
候
。
此
情
に
任
て
礼
法
を
犯
て
、
妄
に
他

　
　
の
婦
女
に
戯
る
ゝ
者
は
小
人
に
て
候
。
礼
法
を
守
り
情
を
抑
て
、
我

　
　
が
妻
妾
に
あ
ら
ざ
る
他
の
婦
女
に
戯
を
も
い
は
ざ
る
は
君
子
に
て
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候
。
是
非
の
有
無
は
戯
る
ゝ
と
戯
れ
ざ
る
と
の
上
に
て
定
り
候
。
情

　
　
の
起
る
処
を
ば
咎
め
ず
候
。
（
「
弁
道
書
」
）
。

　
偽
君
子
と
も
悪
評
さ
れ
て
き
た
春
台
の
こ
の
考
え
も
、
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
会
読
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
別
の
解
釈
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
端
的
に
い
え
ば
、
自
己
の
個
別
的
な
感
情
を
抑
制
し
う
る
「
君
子
」

で
あ
っ
て
こ
そ
、
自
己
と
異
質
な
価
値
観
・
信
条
を
も
っ
て
い
る
者
と

「
講
習
討
論
」
で
き
る
の
だ
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
「
玄

海
沙
門
を
送
る
序
」
で
い
え
ば
、
「
浮
屠
氏
」
と
も
、
「
文
藝
」
へ
の
「
志
」

を
同
じ
く
す
る
と
い
う
一
点
で
有
益
な
交
遊
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
高
次
な
「
志
」
を
も
っ
た
者
同
士
が
意
識
的
に
作

為
し
た
空
間
の
な
か
で
、
春
台
は
、
「
貴
賤
先
後
に
拘
は
ら
ず
」
に
講
習

討
論
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
会
読
と
い
う
時
間
的
・

空
間
的
な
限
定
さ
れ
た
場
で
は
、
階
層
秩
序
と
は
異
な
る
人
間
関
係
を
認

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
尋
常
の
説
話
」
（
前
掲
）
を
禁
止
す
る
規
則
を
守

り
、
お
互
い
の
個
人
的
な
感
情
や
価
値
観
を
表
出
せ
ず
に
、
こ
う
し
た

「
論
弁
」
や
「
講
習
討
論
」
が
で
き
る
の
も
、
そ
も
そ
も
、
内
面
的
感
情

と
外
形
的
行
動
と
を
徹
底
的
に
分
離
し
た
春
台
だ
か
ら
こ
そ
、
可
能
だ
っ

た
と
い
え
る
。

　
た
し
か
に
春
台
は
尊
卑
上
下
の
階
層
秩
序
の
制
度
化
を
構
想
す
る
一
方

で
、
そ
れ
と
は
異
質
な
対
等
な
人
間
関
係
を
も
認
め
て
い
た
。
だ
れ
よ
り

も
峻
厳
に
礼
楽
の
上
下
尊
卑
を
実
践
し
た
春
台
は
、
会
読
の
場
で
は
、

「
尊
卑
先
後
に
拘
は
ら
ず
」
、
対
等
な
討
論
を
実
践
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
志
」
を
同
じ
く
す
る
者
の
対
等
な
場
を
意
識
的
に
作
っ

て
い
た
点
で
、
春
台
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
「
個
」
と
共
同
と
い
う
問
題

に
新
た
な
局
面
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
尾
藤
正
英
「
太
宰
春
台
の
人
と
思
想
」
（
『
徂
徠
学
派
』
〈
日
本
思

　
想
大
系
3
7
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
〉
解
説
）
、
高
橋
博
巳
「
太
宰
春

　
台
論
」
（
「
文
化
」
三
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
七
五
年
）
、
小
島
康
敬

　
「
増
補
版
　
徂
徠
学
と
反
徂
徠
学
」
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
四
年
）
、

　
玉
懸
博
之
「
太
宰
春
台
の
歴
史
思
想
」
（
源
了
圓
編
「
江
戸
後
期
の
比

　
較
文
化
研
究
」
〈
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
〉
、
後
に
「
日
本
近
世

　
思
想
史
研
究
」
〈
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
〉
所
収
）
、
田
尻
祐
一

　
郎
・
疋
田
啓
佑
「
太
宰
春
台
・
服
部
南
郭
」
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九

　
五
年
）
参
照
。

（
２
）
中
村
春
作
「
「
気
質
の
性
」
の
行
方
－
大
宰
春
台
論
―
」
（
「
広
島
大

　
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
二
部
四
〇
号
、
一
九
九
一
年
）
。

（
３
）
「
社
中
」
は
、
荻
生
徂
徠
に
も
「
社
中
士
伝
翫
相
咤
」
（
「
徂
徠
集
」

　
巻
二
二
、
復
晃
玄
洲
）
、
服
部
南
郭
に
も
「
社
中
樗
律
」
（
「
南
郭
集
初

　
編
」
巻
六
、
仲
春
牛
門
会
稿
序
）
、
「
社
中
」
（
「
南
郭
集
初
編
」
巻
六
、

　
送
稲
子
善
序
）
、
「
農
園
社
」
、
「
社
中
素
称
文
辞
、
則
朱
嘗
言
教
外
之
学
。

　
乃
輿
頌
論
、
莫
逆
於
心
」
（
「
南
郭
集
初
編
」
巻
六
、
送
鳳
泉
師
序
）
と

　
あ
る
。

（
４
）
小
島
康
歌
編
「
近
世
儒
家
文
集
集
成
」
巻
六
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
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九
八
六
年
）
四
八
頁
。
以
下
、
「
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
」
の
テ
キ
ス
ト

　
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
『
前
稿
』
「
後
稿
」
と
略
記
し
て
、
頁
数

　
を
示
す
。

（
５
）
近
世
日
本
の
会
読
の
思
想
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
江

　
戸
後
期
の
思
想
空
間
」
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）
、
拙
稿
「
江
戸

　
後
期
の
読
書
と
政
治
」
（
「
日
本
文
化
論
叢
」
　
一
丸
号
、
二
〇
一
一
年
）

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
「
日
本
随
筆
大
成
・
第
一
期
」
巻
一
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五

　
年
）
二
四
四
頁
。

（
７
）
同
上
、
二
一
○
～
二
一
一
頁
。

（
８
）
同
上
、
一
八
七
頁
。

（
９
）
同
上
、
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
1
0
）
同
上
、
三
〇
二
頁
。

（
1
1
）
『
和
読
要
領
』
（
勉
誠
文
庫
6
6
、
小
林
芳
則
解
説
、
一
九
七
九
年
）

　
二
九
二
頁
。

（
1
2
）
「
日
本
倫
理
彙
編
」
巻
六
（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
二
年
）
二
一
五

　
～
二
Ｉ
六
頁
。

（
1
3
）
『
聖
学
問
答
』
の
テ
キ
ス
ト
は
「
徂
徠
学
派
」
（
日
本
思
想
大
系
3
7
、

　
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
を
使
用
し
た
。
以
下
、
頁
数
は
本
文
中
に

　
略
記
す
る
。

（
1
4
）
前
掲
玉
懸
論
考
参
照
。

（
1
5
）
前
掲
「
日
本
倫
理
彙
編
」
巻
六
、
二
二
〇
頁
。

（
1
6
）
「
日
本
経
済
叢
書
」
巻
六
（
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）

　
二
七
頁
。
「
経
済
録
」
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
、
本
文
中
に
頁
数
を
略

　
記
す
る
。

（
1
7
）
「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
）

　
参
照
。

（
1
8
）
『
荻
生
徂
徠
』
（
日
本
思
想
大
系
3
6
、
岩
波
書
店
、
一
丸
七
三
年
）

　
一
一
〇
頁
。

（
1
9
）
前
掲
『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
六
、
二
二
八
頁
。

（
2
0
）
前
掲
『
荻
生
徂
徠
』
七
〇
頁
。

（
2
1
）
『
紫
芝
園
漫
筆
』
の
テ
キ
ス
ト
は
「
崇
文
叢
書
」
所
収
本
を
使
用
し

　
た
。
以
下
、
引
用
は
書
き
下
し
文
に
改
め
、
丁
数
を
略
記
し
た
。

（
2
2
）
春
台
に
お
け
る
方
法
へ
の
関
心
は
、
彼
の
経
世
論
書
「
経
済
録
」

　
に
お
け
る
「
社
会
認
識
の
方
法
」
の
提
示
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
高
橋

　
博
巳
氏
は
、
春
台
が
「
凡
経
済
ヲ
論
ズ
ル
者
、
知
ル
ベ
キ
コ
ト
四
ツ
有

　
リ
」
と
し
て
挙
げ
た
「
時
」
「
理
」
「
勢
」
「
人
情
」
が
、
「
社
会
認
識
の

　
方
法
」
的
範
疇
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
論
文
参
照
。

（
2
3
）
徂
徠
の
古
文
辞
学
の
訓
読
問
題
に
つ
い
て
は
、
田
尻
祐
一
郎
「
〈

　
訓
読
〉
問
題
と
古
文
辞
－
荻
生
徂
徠
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
」
（
中
村
春
作
・

　
市
来
津
由
彦
・
田
尻
祐
一
郎
・
前
田
勉
編
「
「
訓
読
」
論
―
東
ア
ジ
ア

　
漢
文
世
界
と
日
本
証
―
」
（
勉
誠
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
2
4
）
貝
原
益
軒
は
、
『
大
疑
録
』
序
文
に
朱
子
の
「
疑
ひ
な
き
も
の
は
、

　
疑
ひ
あ
る
を
要
す
。
疑
ひ
あ
る
も
の
は
、
疑
ひ
な
き
を
要
す
」
「
大
い

　
に
疑
へ
ば
大
い
に
進
む
べ
く
、
小
し
く
疑
へ
ば
小
し
く
進
む
べ
し
。
疑

　
ふ
こ
と
な
け
れ
ば
進
ま
ず
」
と
い
う
語
を
引
照
し
て
い
る
。
ま
た
、
荻
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生
徂
徠
も
、
「
惣
じ
て
学
問
と
申
候
物
は
、
自
身
ニ
わ
れ
と
合
点
い
た

　
し
候
事
に
て
御
座
候
。
孔
門
之
教
皆
此
通
に
て
御
座
候
。
末
世
に
い
た

　
り
候
て
も
、
教
方
も
学
び
か
た
も
皆
々
如
此
二
候
。
今
時
之
講
釈
な
ど

　
は
、
一
座
之
上
に
て
能
申
取
候
を
詮
に
仕
候
故
、
疑
も
つ
き
不
申
、
得

　
益
少
く
候
。
久
敷
承
候
へ
ば
、
一
種
の
こ
は
ぐ
る
し
き
理
窟
た
ち
候
而
、

　
其
害
甚
敷
候
」
（
「
徂
徠
先
生
答
間
書
」
巻
上
）
と
説
い
て
い
る
。

（
2
5
）
「
益
軒
全
集
」
巻
三
（
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
一
年
）
七
三
頁
。

（
2
6
）
「
貝
原
益
軒
・
室
鳩
巣
」
（
日
本
思
想
大
系
3
4
、
岩
波
書
店
、
一
九

　
七
〇
年
）
　
一
〇
～
一
一
頁
。

（
2
7
）
「
日
本
思
想
家
史
伝
全
集
」
巻
一
八
（
東
方
書
店
、
一
九
二
八
年
）

　
一
九
四
頁
。

（
2
8
）
前
掲
「
荻
生
徂
徠
」
　
一
〇
頁
。

（
2
9
）
同
上
。

（
3
0
）
春
台
は
、
孫
子
が
戦
争
勝
利
の
た
め
に
「
詭
遁
」
を
使
う
こ
と
は

　
当
然
だ
と
し
て
、
こ
れ
を
認
め
な
い
儒
者
を
批
判
し
て
い
る
。
「
孫
子

　
云
ふ
、
兵
は
詭
道
な
り
と
。
説
者
、
多
く
此
の
言
を
以
て
孫
子
の
累
と

　
為
す
。
殊
に
知
ら
ず
、
兵
を
用
ふ
る
者
は
、
敵
に
勝
つ
を
以
て
尚
し
と

　
為
す
を
」
（
『
紫
芝
園
漫
筆
』
巻
六
、
四
裏
）
。

（
3
1
）
因
み
に
、
春
台
は
伊
藤
仁
斎
に
つ
い
て
も
、
「
随
分
ヤ
ハ
ラ
カ
ナ
ル

　
人
ナ
レ
ド
モ
、
キ
ハ
メ
テ
英
気
ナ
ル
人
ナ
リ
」
（
「
文
会
雑
記
」
巻
二
下
）

　
と
、
「
英
気
」
あ
る
人
柄
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。

（
3
2
）
前
掲
「
荻
生
徂
徠
」
三
七
五
頁
。

（
3
3
）
前
掲
「
日
本
倫
理
彙
編
」
三
三
三
頁
。

（
3
4
）
春
台
は
、
「
事
物
ノ
理
ハ
、
囲
碁
ノ
勝
負
ノ
如
シ
。
天
命
ハ
、
双
六

　
ノ
サ
イ
般
子
ノ
メ
采
ノ
如
ク
ナ
ル
者
ナ
リ
。
」
（
「
聖
学
問
答
」
巻
下
、

　
一
コ
ー
頁
）
と
、
事
物
の
理
は
、
勝
負
の
手
筋
を
見
通
す
こ
と
の
で
き

　
る
囲
碁
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
賭
け
の
要
素
の
あ
る
天
命
は
双
六
に

　
醤
え
て
い
る
。
政
治
の
決
断
の
場
は
、
人
間
は
「
活
物
」
で
あ
る
が
ゆ

　
え
に
、
賭
け
の
要
素
が
と
も
な
う
の
で
あ
る
。

（
3
5
）
大
谷
雅
夫
「
「
人
心
不
同
如
面
」
－
成
語
を
め
ぐ
る
和
漢
比
較
論
考

　
－
」
（
「
近
世
文
学
と
漢
文
学
」
和
漢
比
軟
文
学
叢
書
第
七
巻
、
一
九
八

　
八
年
）
参
照
。

（
3
6
）
前
掲
「
日
本
倫
理
彙
編
」
巻
六
、
二
二
〇
頁
。

（
3
7
）
井
上
哲
次
郎
は
、
「
是
れ
真
に
人
に
偽
君
子
た
る
こ
と
を
教
る
も
の

　
な
り
。
心
中
邪
悪
の
念
を
包
蔵
し
、
唯
々
外
貌
を
の
み
矯
飾
し
て
礼
に

　
合
す
る
者
の
如
き
は
「
ヒ
ポ
ク
リ
ッ
ト
」
の
標
本
に
過
ぎ
ず
」
（
「
日
本

　
古
学
派
之
哲
学
」
冨
山
房
、
一
九
〇
二
年
、
六
九
二
頁
）
と
評
し
て
い

　
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
批
判
は
春
台
の
同
時
代
か
ら
な
さ
れ
て

　
い
た
。
李
基
原
「
反
太
宰
春
台
論
－
「
聖
学
問
答
」
批
判
書
を
素
材
に

　
Ｉ
」
（
「
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
」
五
四
号
、
二
〇
〇
八

　
年
）
参
照
。
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